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佐用郡三日月町の蛾覚え書
副昭人川

はない、 ということである。従って、採集標本に裏づ

けられた“目録”や“リスト”のような形では報告す

ることができない。それでも私自身が本来は"採集屋”

であるから、 目ぼしいものはできるだけ展翅してある

し、たとえそれがどこにでも山ほどいる最普通種であ

っても一応は採っておこうと心がけている。そして、

採集後は飛来種についてノートにメモをしている。そ

れらをもとに、種名と採集時期とを列挙し、必要と思

われるものには短かいコメントをつけておこうと思う。

採集したのは1983年6－9月、 1984年3－11月、 1985

年6月以降でほぼ毎月1回（文末参照)、 従って晩秋

から冬の蛾については全く未知である。この寺（詳し

くは三日月町下本郷、高蔵寺）を採集地に選んだのは

全く私的な理由－ここが私の家の昔からの菩提寺で

あり、それ故にいろんな便宜力薗個人的にはからって貰

える－からであって、お奨めできるような好採集地

とは余り言えない。なお、現在の私の仕事（雌を生か

したまま持帰り、産卵させ、その胚から染色体を調べ

る）が目下の所大蛾類でせい－ぱいであるので、小蛾

類はほとんど採っていない。ここでも大蛾類に限らせ

て頂きたい。

なお、採集時期はたとえば「6上、 7上」とあれば

6月上旬と7月上旬に採集したことを示すが、決して

6月上旬と7月上旬「のみ」に飛来したことを意味し

ないし、いわんや6月上旬と7月上旬の2回の発生を

意味するものではない。また、一応各月の1～10日を

上旬、 11～20日を中旬、 21日以降を下旬とした。学名

は省略する。順序は保育社の図鑑に従うのが便利と考

え、ほぎこれに合わせた。

日本各地の蛾の分布に関する資料は蝶に比べるとま

だまだ貧粗で、 とくに西日本では報文が少ないようで

ある。京阪神の代表的な山や著名な採集地からでさえ

蛾に関する記録や報告は全く断片的で、古くから採集

されているにもか、わらずまとまったものを殆んど見

ない。漸く最近、熱心な若手の愛好者達によって、そ

れらの不十分な記録の集積の上に最近の採集成果を重

ねて、関西の何ヶ所かで蛾の目録作成が手がけられる

ようになった。 しかし何と言っても蛾の採集者がもっ

と増えないことには、完全なリストの作成は程遠い事

に思われる。

ここに述べようとする三日月町は地形的に極めて平

凡な山間盆地で、これといった自然地理上の特色は何

一つ無いといってよい。私の採集地点は小さな盆地の

中へ北から張り出した丘陵末端部の、ちょっとした針

広混滑林に囲まれた山寺の門の下で、海抜高度220m、

国鉄姫新線三日月駅から2kmの道のりである。昆虫相

を一口で言えば全く平凡の一語に尽き、 どこにでもい

る普通種力雰圧倒的に多く、当然その総種類数もさほど

多くない。 もっと北へ行けば同じ佐用郡内でも海抜10

00mをこえる日名倉山があり、恐らく中国山地として

の分布相の特色も出てくるだろうし、逆に南の方へ、

よく似た低い山をいくつか越えれば、瀬戸内海的な、

あるいは所謂南方的要素がぐんと加わってくるであろ

う。 とにかく三日月という所は万事中途半端で、 目立

った特色のない、平凡な種類が圧倒的な小盆地である

しかし、採集していると時たま、おや、 と思われるも

のが飛んでくる。京阪神でおもに採集してきた私が、

ここで初めてお目にか轡った種類もいくつかある。そ

れらの中には、ちょっと遠い山地や海岸あたりから最

近進入してきたものもあろうし、あるいはまた、この

山間盆地がもっと自然林に蔽われていた頃の勢力種の

生き残りであることもあろう。恐らく西播地方の佐用、

上且山崎、龍野など、 こことよく似た丘陵地帯は、

蛾相もこの三日月と余り大差があるまい。この一文が

これら西播地方の蛾相の一端をうかずい知る手がかり

にもなればと思って筆をとった次第である。

ところで、最初に断っておかねばならないのは、今

私のやっている仕事が分類や分布に関する事ではない

ので、手許に三日月産の蛾の標本を揃えているわけで

マドガ科

1．アカジママドガ（5上､6上､7下､8上）

マドガ科では本種のみがやたらと多い。

2．マダラマドガ（5上）

ボクトウガ科

3．ゴマフボクトウ（6上、 7上･下、 8上、 9上）

4．ボクトウガ（6上、 8上）
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クロスジオオシロヒメシャク （6上･下、 9上）

ヒトツメオオシロヒメシャク （7下、 8上）

マエキヒメシャク （8上）他にもいろいろと

Scopula属小型種がくるが､採集していない。 （早
の同定が厄介なので｡）

ベニヒメシャク （9上）

ホソスジキヒメシャク （7上) ldaea属(=Sterrha)

の小型種もふつうは無視している。

シタコバネナミシャク （4下､5上)Trichopteryx

属中の最普通種。

チャオビコバネナミシャク （4下）

クロシタコパネナミシャク（4下）三日月以外で

は私は見たことがない。上記2種と混じって飛来

し、数は決して少なくない。

ウスベニスジナミシャク（3下）

アカモンナミシャク（3下）

アトスジグロナミシャク（6上）普通種。

ホソバナミシャク（6上）

ハコベナミシャク （4下、 6上、 7上）

ミカヅキナミシャク（4下）近畿の低山地では各

地でとれるが数は少ない。

フタモンクロナミシャク （6下）

モンキキナミシャク（3下、 4下、 5上）

最普通種。

ナカモンキナミシャク （4下）前種と混じってい

るが、それほど多くない。

ギフウスキナミシャク （4下）大阪の枚岡公園で

は極めて多いが、箕面、妙見、吉野、それにこ、

三日月でも少なくない種である。

テンヅマナミシャク（5上）

ナミガタシロナミシャク（6中）

ウストビモンナミシャク （6上、中）

キマダラオオナミシャク （10下）

キガシラオオナミシャク （6下）

セスジナミシャク （5上、 6上）最普通種。

オオハガタナミシャク （4下、 5上、6上、 7下）

同様最普通種。

ハガタナミシャク （9下）

シロホソスジナミシャク （4下）

ビロウドナミシャク （9下、 10下）

クロオビナミシャク(10下）

ウスクロオビナミシャク (10下）

シロシタトビイロナミシャク （6上）

ヒメクロオビフユナミシャク （11下）

ウスアカチビナミシャク（5上、 6上）春季、

他にもEupithecia属の種が多数飛来する。

●
●
●

５
６
７

３
３
３

アゲハモドキ科

5．アケハモドキ（6中、 9上）

イラガ科

6．ムラサキイラガ（6上、 9上）

7．テングイラガ（6上、 7上）

8． タイワンイラガ（6上、 7下、 8上） イラガ科中

最も多い。

9．ナシイラガ（6上･下、 7上、 8上）前種と共に

最普通種。

10． クロシタアオイラガ（6上）

11． イラガ（7上･下、 8上）

38．

39．

40.

41．

42．

フタオガ科

12． クロホシフタオ（6上） ●
●
●
●
●
●

３
４
５
６
７
８

４
４
４
４
４
４

シャクガ科

13．オオアヤシャク （6上･下、 7上、 8上、 9上）

9月の雌は容易に産卵する。

14．ウスアオシャク （5上､6上、 9上）三日月では

余り多くない。

15．アシブトチズモンアオシャク （4下、 7上）

16．カギバアオシャク （6上･下、 9上･下）

17． ノコバアオシヤク （6上） 8月にも出る。

18．カギシロスジアオシャク （6上･下、 8上、

9上･下）最普通種。

19． コシロオビアオシャク （6上･下） 6月には前種

および次種と共に大型アオシャク中の最普通種で

あるが、一般には余り多い種ではない。

20. クロスジアオシャク (6上・下）

21．キマエアオシャク （6上、 7上・下)秋までいる。

22．スジモンツバメアオシャク（6上）

23． ヒメツパメアオシャク（9上・下）

24．ハガタツパメアオシャク （6上・下）

25． ヨツモンマエジロアオシャク （6上､8上､9下）

26．ギンスジアオシャク （6下、 7下、 8上、 9上）

27． クロモンアオシャク （6上、 7上・下、 9上）

28． ヨツメアオシャク（6下、 9上）

29． コシロスジアオシャク （9上）

30．ウスキヒメアオシャク（5上）

31．ウスミズアオシャク（4下）

32．マルモンヒメアオシャク（5上）

以上のほかにもJodisなどの小型アオシャクカざいく

つか採れているが、同定していない。

33．フタナミトビヒメシャク （4下、 5上）

34．ウスベニスジヒメシャク （6上、 7上、 8上）

49．

50．

51．

52．

53．

54．

55．

56．

57．

58．

59．

●
●
●
●
●
●
●
●

０
１
２
３
４
５
６
７

６
６
６
６
６
６
６
６
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68．スギタニシロエダシャク （9上）

69． ヒメマダラエダシャク（9上）

70． ヒトスジラダラエダシャク (6上・下、 9上）

71．ユウマダラエダシャク （6上）

Abraxasは69-71の3種が大へん多い･

72．サザナミオビエダシャク （5上､6上､7上･下）

73．ヤマトエダシャク （5上）

74．ウチムラサキヒメエダシャク （6上・下）

75． クロミスジシロエダシャク (10下）

76．ナミスジシロエダシャク （4下）多い。

77．オオフタスジシロエダシャク （5上）

78．フタホシシロエダシャク（6上）

79．バラシロエダシャク（5上、 6上7上･下、 8上）

80．ウスアオエダシャク （4下、 5上、 6上・下）

81．モンオビオエダシャク （4下§ 5上）

82．ウスオビヒメエダシャク （6上、 8上）

83．ハグルマエダシャク（6下）

84．スジハグルマエダシャク （7上）

85.シロズエダシャク （4下）

86．ウラキトガリエダシャク （6下、 9上、 10下）

87．ツマキエダシャク （5上、 6上）

88．フタテンオエダシャク（5上、 6上･下、 7上･下、 9上）

89．ウスオオエダシャク（6上、 9上）

90．ツマジロエダシャク（7上）

91．キオビゴマダラエダシャク （6上・下）

92． クロフオオシロエダシャク（5上、 7上）

93．ゴマダラシロエダシャク（6上・下）

94．オオゴマダラエダシャク（6上・下）

95．オオシロエダシャク（9上）

96． クロフシロエダシャク （6上、 9下）

97．キシタエダシャク（6上・下）

98． ヒョウモンエダシャクー （6上・下、 7上）

99．チャノウンモンエダシャク（6上・下、 9上）

100.クロクモエダシャク (6上、 9下、 10下）

101.ナミガタエダシャク（6上）

102.ルリモンエダシャク（5上、 6上）

103.シロテンエダシャク（3下、 4下）

104.オレクギエダシャク (6上）

105.ナカウスエダシャク（6上･下、 10上･下）

106.フタヤマエダシャク（6上･下、 9上･下）

107.ソトシロモンエダシャク（6上、 7下、 8上）

108.マツオオエダシャク (6上）

109.ウスバキエダシャク（4下）少ない。

110.ハミスジエダシャク （6上）

111.オオバナミガタエダシャク（6上･下、 9下）

112．リンゴツノエダシャク（6上･下、 7上･下、 8上）

－3－
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152.エグリヅマエダシャク （4下、 5上、 6上、 10下）

153.オオノコメエダシャク （10下）

154.カバエダシャク （11下）

155.ツマキリウスキエダシャク（5上、 6上、 7下、 8上）

156.コナフキエダシャク（7下）

157．卜ガリエダシャク （6上）

158.キバラエダシャク （6下、 10下）

159.ツマキリエダシャク（3下、 5上）

160.ナカキエダシャク (4下、 7上･下、 8上、 9上）

161.ウラベニエダシャク（6上、 7上）

162.ウスキツパメエダシャク（6上･下、 9下、 10下）

163.コガタツバメエダシャク （6上）

164.シロツバメエダシャク （6下、 9下）

165． トラフツバメエダシャク （6中）

以上シャクガ科150種以上のうち、 NQ124とNQ150の2

種のみは夫々13しか得ていないが、他のほとんどは

一晩に10頭以上は飛来する普通種ばかりである。

カイコガ科

182.クワゴ（8上）

オビガ科

183.オビガ（9下） 秋の代表的な普通種の蛾である

が、ここでは意外に少ない。

カレハガ科

184.カレハガ（9上）

185.オビカレハ（6上・下、 7上）

186.クヌギカレハ（10下）

187､マツカレハ（6下、 7上、 9上・下）

188.ツガカレハ（9上）

189.ヤマダカレハ(10下）

190.リンゴカレハ(6上・下、 9上）

191.タケカレハ（6上、 9上）

本科も余り感激のない蛾で、特に初夏のオビカレハ

は他と同じく、 うるさい位飛来する。

カギバガ科

166.スカシカギパ（6上、 9上、 10下）

167.モンウスギヌカギバ（6上･下、 9上･下、 10下）

168.ウスギヌカギバ（4下、 6上･下、 7上･下、 8上、

9上･下）

169.ギンモンカギバ（5上、 6上、 8上、 9下）

170.ヤマトカギバ(4下、 5上、 6上･下、 7上･下、

8上、 9下）

171.マエキカギパ（5上、 6上、 8上、 9上）

172.マンレイカギバ（6上・下）

173.ウコンカギバ（6上、 8上、 9上、 10下）

174.クロスジカギバ（6上、 7下、 9下、 10下）

175.アシベニカギバ（7下、 8上、 9上・下）

本科には珍らしいといえる種類が無いので、採ると

きにも熱ｶｫ入らない。それだけに見過ごしている種も

いくつかあると思われる。

ドクガ科

192.スギドクガ（6上・下、 9上）

193.リンゴドクガ（4下、 5上、 8上） 明らかにス

ギドクガより一足先に出現する。

194.アカヒケドクガ（4下、 5上、 6上、 7上、 8上、 9上）

195.スズキドクガ（6上･下、 9上） 6月のドクガでは

Calliteara(=Dasychira)属中の最多飛来種。秋

にも得ているので、年2化は確実である。

196.ナチキシタドクガ（8上） 1早を得たのみ(1983年)。

197.マメドクガ（6下、 9上）

198.ブドウドクガ（8上、 9上）

199.ヒメシロモンドクガ（6上、 8上）この雑食性の

ドクガは樹木だけでなく、私の住む豊中市ではイ

タドリにも沢山の幼虫がついている。

200.ヤクシマドクガ(6下) 1959年に1ダ飛来。

201.スケオオドクガ(6上、 8上）

202.エルモンドクガ(6下、 8上）両月共飛来多数。

203.スカシドクガ（6上7下、 9上）

204.キアシドクガ(6上) 1958年は全国的に大発生し

て新聞種になったｶぎ、私の家にも寺の住職から問

合せの電話があった程異常な大飛翔を見た。

205.シロオビドクガ（6上･下、 7上、 9上）恐らく年2

化。

206.コシロオビドクガ(9上）この珍種はざiが昼飛性

で採集のチャンスがない。産ませた卵を友人に依

頼して飼育して貰い、 6月末に多数の罰早が羽化

した。母峨は1984年9月1日に、シロオビドクガの

トガリバガ科

176.モントガリバ（6上）

177.オオバトガリバ（6上）

178.ホソトガリバ（6上）前種と混じって大へん数が

多い。私にとってこれら2種は厄介者で、多数採

って帰るのだがどうしても産卵してくれない。近

頃はや、諦めの気分である。

179.ムラサキトガリパ（10下）

180.マユミトガリバ(4下）

181.ホシボシトガリ（（4下）

－4－
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237.タカオシャチホコ （6上・下、 8上）普通種で、

ツマジロに混じって多数飛来する。

238.クビワシャチホ．（6上･下、 7上、 8上、 9上）

239.ヘリスジシャチホコ （6下、 8上）

240.バイバラシロシャチホコ (5上、 6上･下、 7上）

241.アオシャチホコ （4下、 5上、 6上･下、 7下、 8上）

242.オオアオシャチホコ （6下）

243.ブナアオシャチホコ （8上）

244.カバイロモクメシャチホコ（6上･下） 本種も飛

来種が多い。

245.オオギンモンシャチホコ （6下､8上､9上）

246.ハガタシャチホ． （9上）

247.プライヤエグリシャチホコ （6上･下、 7上、 8上）

248.ムラサキシャチホコ （6上、 8上、 9上）

249.オオエグリシャチホコ （4下、 5上、 6上･下、 7上・

下）

250.ホソバネグロシャチホコ (6上・下）

251.モンクロシャチホコ （8上）

252.ムクツマキシャチホコ （6下、 7下、 8上）

253.ツマキシャチホ． （7上）

254.クロシタシャチホコ （6下）

255.セダカシャチホ． （6下、 7上･下、 8上）

256.アオセダカシャチホコ （6上･下、 7上･下）

早朝（午前3時頃）に多数飛来する。

257.ギンシャチホコ （6上･下、 7上、 8上）

258.オオモクメシャチホコ （6上）

本種も1950年頃大阪近郊で決して珍らしくなかった

が、現在ではほとんどとれない。

シャチホコガ科の蛾は落着いた美しい色調をしてお

り、灯火に飛来しても余りばたつかず、ちょっと離れ

た所でひっそりと止っていたりして、仲々魅力的で、

愛好者も多い。たぎ、深夜から早朝にかけて飛来する

種が多いので、採集にもその気構えが要る。

早早に混じって日没後すぐに飛んできたものであ

る。

207.マイマイガ（6下、 7上）飛来鯵し。

208.ハラアカマイマイ (6下、 7上）

209.カシワマイマイ (7上）飛来鯵し。

210.ミノモマイマイ (8上）

211.ウチジロマイマイ （6下）

212.ニワトコドクガ（9上）

213.クロモンドクガ（8上、 9上）

214.ゴマフリドクガ（5上、 6上、 7上、 9上、 10下）

Euproctisg(真正ドクガ類）中の最普通種で、冬

以外いつもいる感じをうける。

215.キドクガ（6上・下、 8上、 9上）

216．ドクガ（8上）

ドクガ科は私の仕事の上でも重点領域である。シタ

キドクガとマガリキドクガが飛来するに違いないと期

待している。

シャチホコガ科

217.シャチホコガ（4下、 5上6上･下、7上、 8上、 9上）

218.ヒメシャチホコ（9上）

219.セグロシャチホ． （6上、 9下）

220.ヒナシャチホコ （6上）

221.モンクロギンシャチホコ （6上）阪神地方では最

近少なくなうた種で、 1950年頃は普通種であった。

三日月でもやはり稀種。

222.ホソパシャチホ． （6上･下、 7上･下、 8上、 9上）

本科中の最普通種。

223.ツマジロシャチホコ（6上･下、 8上、 9上･下）

224.ヤスジシャザホコ （6上・下）

225.スズキシャチホコ （5上、 6上）

226.コトビモンシャチホコ （6上･下、 7上、 8上、 9上）

227.ノヒラシャチホ． （4下）晩春の普通種である。
4.

228.オオトビモンシャチホコ (10下）

229.アオバシャチホ． （4下）

230.アカネシャチホ． （4下、 5上、 8上、 9上）

年2化で､‘ とくに春は個体数が大へん多い。

231.イシダシャチホ． （9上）

232.ニトベシャチホ． （6上・下、 8上） 6月の普通

種。

233.ルリモンシャチホコ（6上）少ない。

234.ナカキシャチホコ （6上･下、 7上、 8上、 9上）

ホソバと共に最普通種のシャチホコ。

235.ヨシノシやチホコ （6上・下、 8上）本種も多数

飛来する。

236.ユミモンシャチホコ （4下）

ヤガ科

259.ウスベリケンモン（9上）近頃減じたものの一つ。

260.コウスベリケンモン(6上）

261.キバラケンモン（9上）

262.ゴマケンモン（6上･下、 7下、 8上）

263.キクビゴマケンモン（6下） 1認を得たきりだ

が、ゴマケンモンに混じっているのを見逃している

ことと思われる。

264.ミツテンケンモン（6上、 8上）

265.シロフヒメケンモン（6上･下、 7上、 8上、

9上） ケンモン類中の

最普通種で、前翅前半の白色部がよく目立ち、かつ

－5－
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305.スギタニキリガ（3下）

306.ケンモンキリガ(4下）

307.マツキリガ(4下、 5上）

早春のキリガ類は､採集回数が少ないだけでなく、周辺

の環境から言っても、余り多種類は期待できそうにない。

変異が多くて、結構採集意欲をそそり立てられる蛾

である。 しかしそれも2～3回の採集で、 しまいに

うんざりする、それほど多産する．

266.ヒトテンケンモン（6上）

267.シマケンモン（6下、 8上）

268.サクラケンモン（5上）

269.シロフクロケンモン（6上・下）

270.ナシケンモン (4下、 5下、 6上、 7上、 9上･下）

271.シロシタケンモン（6上・下）

272．リンゴケンモン（8上）

273.ウスズミケンモン（5上）

274.シロモンケンモン（6上、 7下、 9上）

275.イチモンジキノコヨトウ（9上）

276.クロスジキノコヨトウ（7上）

277.カブラヤガ（4下、 6上、 7上、 9上）

278.タマナヤガ（8上） ニセタマナヤガはまだとれ

ていない。

279.マエジロヤガ（6上）

280.クロクモヤガ（6上、 10下） 抱卵している￥は

晩秋のものに限られる。

281.カバスジヤガ（7上）

282.オオカバスジヤガ（6下）

283.コウスチャヤガ(10下）

284.ウスイロアカフヤガ（4下、 5上、 7上）

285.アカフヤガ(10下) Diarsia属やそれに近縁の

種は各地で飛来数の多いものだ力ざ、高蔵寺では一晩

で1～2頭しか飛んでこない。

286.シロモンヤガ（6上）

287.マエキヤガ（9上・下）

288.ウスチャヤガ（9上・下、 10下）

289.ハイイロキシタヤガ（6上・下、 9上・下）

290.カギモンヤガ(4下）

291.タバコガ（9下）

292.シロシタヨトウ（5上、 6上）

293.フサクビヨトウ（6上） 少ない種。

294.フタスジヨトウ（6上）

295.カバキリガ（3下）

296.カギモンキリガ（4下）

297.クロミミキリガ（4下、 5上）

298.ブナキリガ（3下）

299.ホソバキリガ（3下、 4下）

300.クロテンキリガ(4下、 5上）

301.シロヘリキリガ(3下、 4下）

302.スモモキリガ(3下、 4下）

303.カシワキリガ（3下、 4下）

304.アカバキリガ(4下、 5上）

308.フタオビキヨトウ（6上、 9上）

309.マメチャイロヨトウ(9上）

310.マダラキヨトウ（5上）

311.クロキシタヨトウ（6上、 9上）

312.ナカオビキリガ（10下）

313.ハンノキリガ（3下、 11下）

314.カシワキボシキリガ（3下）

315.ミツボシキリガ（3下）

316.ヨスジノコメキリガ（3下）

317.チャマダラキリガ（3下、 4下）

318.クロチャマダラキリガ（3下）

319.キマエキリガ（3下）

320.フサヒケオビキリガ(3下）

321.テンスジキリガ（3下、 5上）

322.ホシオビキリガ（3下）

323.カシワオビキリガ（3下）

324.エグリキリガ（5上） 飛び古した1¥。

325.ウスキトガリキリガ(10下）

326.ノコメトガリキリガ(10下、 11下）

327.ミドリハガタヨトウ（11下）

328.ホソバハガタヨトウ（11下）

329.ヘーネアオハガタヨトウ（11下）

330.ヒメカバマダラヨトウ（7下）

331.ベニモンヨトウ（6上）

332.マエホシヨトウ（9上）

333.ウスアオヨトウ（6上）

334.ハジマヨトウ（8上）

335.ゴボウトガリヨトウ（10下）

336.クマソオオヨトウ（7上） 1983年7月9日に3

頭採集。

337.アカガネヨトウ（6上）

338.コクロモクメヨトウ（4下、 5上）

339.ホソバネグロヨトウ（6上）

340.ネグロヨトウ（6上）

341.チャオビヨトウ（6上・下、 7上、 9上）

342.シロスジアオヨトウ（6上、 9上・下）

343.ハスモンヨトウ(10下）

344.スジキリヨトウ（9上）

345.ハイイロモクメヨトウ（6下、 9上）

346.モクメヨトウ（5上、 6上、 9上）

347.シロマダラヒメヨトウ（6上・下）

－6－
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387.ユミガタマダラウワパ（6上）

388吟ジマフコfﾔガ（6上、 9上）P " も や三

#､ 0＄ ‘ . ； , b,. ' .？

389.カバイ・ロシマコヤガ（8上）

390;ウスベニコヤガ(6上･下、 8上、 9上）
. ､ ‘r ；

391､テンモンシマコヤガ（6上）

392.Eメクルマコヤガ(6上）

393.モンシロクルマコヤガ（6上、 10下）普通種。

394.マエヘリクルマコヤガ（6上、 8上）

395.ハススジクルマコヤガ（7上、 9上）

396.モモイロツマキリコヤガ（6上、 9下）

397.ウスキコヤガ（6上、 7上、 9上）最普通種。

398.シロスジキノコヨトウ（6上、 8上）

399.ウンモンキノコヨトウ（9上）

400.アミメケンモン (6上、 7上、 8上）

401.ヨモギコヤガ（6下、 7上、 9上）

402.ヒメネジロコヤガ（7上、 8上、 9上）

403.ネジロコヤガ(6上・下）

404.シロフコヤガ(6上）

405.シロマダラコヤガ（6上、 8上、 9上）

406.ウスシロフコヤガ（6上）

407.ネモンシロフコヤガ（6上）

408.シロモンコヤガ(6上）

409.キモンコヤガ(5上、 7上）

410.ウスアオモンコヤガ(6上）

411.ウチジロコヤガ（6上）

412.フタホシコヤガ（6上） よく似たシロヒシモン

コヤガは以前、京阪神で普通に見られたが、最近減

少したようである。

413.シロフタオビコヤガ（9上）

414.フタイロコヤガ（6上）

415.サビイロコヤガ（5上、 10下）

コヤガ類は十分に採っていないので、出現期の参考

には余りならないかも知れない。

416.キシタバ（9上）

417.ジョナスキシタパ(10下) 1984年10月27日に飛

び古した1¥を採集。北方の中国山地からの迷い子
？

418.アサマキシタバ（6上） 1984年6月5日多数の

新鮮な個体が飛来。 20頭以上を採集しておいた。

419.コガタノキシタバ（7下）

420.マメキシタバ(7上、 8上、 9上・下）普通種。

421.アミメキシタバ（7下、 8下、 9上・下）

長期に亘ってぽつぽつととれる。

422.カバフキシタバ（7下） 1984年7月24日新鮮な1

？。

423.ウスイロキシタ（（6下、 7下） さほど珍しい

348.モクメカラスヨトウ（6上）

349.オオシマカラスヨトウ（7上･下、 8上、 9上･下、

10下） 産卵期は晩秋以降。

350.カラスヨトウ(7上･下、 8上、 9上、 10下）

やはり産卵は晩秋である。

351.シロスジカラスヨトウ（8上･下、 9上･下、 10下）

352.オオウスヅマカラスヨトウ（7上、 9上）

353.ノコメセダカヨトウ（6下）

354.シマキリガ（7上）

355.シラオビキリガ（6下、 10下）秋には数が多い。

356.フタテンヒメヨトウ（9上）

357.キクビヒメヨトウ（6上･下、 8上、 9上） 小型ヤ

ガ中の最普通種。

358.ムラサキツマキリヨトウ（6上･下、 8上、 9上）

359.マダラツマキリヨトウ（6上、 9上）

360.シロスジツマキリヨトウ(9上）

361.アヤナミツマキリヨトウ（9上）

362.シロモンオビヨトウ（6上、 8上、 9上）

363.シロテンウスグロヨトウ（6上、 7上、 8上）

364.ヒメサビスジヨトウ（9上）

365.ヒメウスグロヨトウ（5上）

366.テンウスイロヨトウ（6上、 9上）

367.クロテンヨトウ（4下、 5上）

367.マルモンシロガ（6下）

369.コマルモンシロガ（6上･下、 7下、 8上、 9上･下）

前種より数が多く、殊に秋には鯵しい程に飛来する。

370.ムジギンガ(9下）

371.ネジロキノカワガ（6上）

372.ネスジキノカワガ（5上）

373.ベニモンアオリンガ（6上）

374.アカマエアオリンガ（5上、 6上、 7上、 8上、 9上）

375.クロオビリンガ（4下、 5上、 9下）

376.カマフリンガ（6上、 7下、 9上）

377．ミドリリンガ（6下、 8上、 9上･下、 10下）

秋には個体数ｶ劃非常に増える。また、晩秋の￥は容

易に産卵する。

378.アオスジアオリンガ（5上、 7上、 8上、 9上）

379.アカスジアオリンガ（4下、 5上、 6下、 7下、 8上、

9上）

380.ギンボシリンガ(7下）

381．リョクモンオオキンウワパ（9下）

382.イチジクキンウワバ(10下）

383.ギンモンシロウワバ（8上、 9下）

384.ギンスジキンウワバ（5上）

385.イネキンウワバ（8上）

386.オオマダラウワ（（5上）

－7－
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種ではない。例えば、 1984年6月27日に計18頭採集。

424．ヒメアシブトクチバ（6上）

425.タイリクアシブトクチバ（9上） 1983年9月6

日1罰。アシブトクチパの小柄な個体かと思いつつ

念の為にとっておいた1頭である。

426.クビグロクチパ（9下）

427.ヒメクビグロクチバ（7下）

428.アサマクビグロクチバ（9上・下）

429.ウンモンクチバ（6上）

430.ニセウンモンクチバ（5上、 6上、 7上･下、 8上）

Mocis属では本種が圧倒的に多い。

431.モンキムラサキクチパ（4下、 5上、 7上･下、 8上、

9上･下）

432.モンシロムラサキクチバ（4下、 7上･下、 8上）

433.コヘリグロクチバ（7下）

434.カキバトモエ（6上、 7上）

435.シロスジトモエ（5上、 6上、 7上･下、 8上）

436.ハグルマトモエ（6上、 7上･下、 8上、 9上）

437.オスグロトモエ（6上、 7上･下、 8上、 9上）

438.フクラスズメ （10下）

439.ワタアカキリバ（6上）

440.アカキリバ(9上）

441.アカエグリバ（7上）

442.オオエグリバ（8上、 9下）

443.マダラエグリバ（6上、 7上・下、 8上）

444.ウスムラサキクチバ（4下、 5上）

445.アカテンクチバ（6上、 7上）

446.コウンモンクチバ（7上･下、 8上） 多産種。

447.ウスヅマクチバ（5上）

448.オオトモエ（6上）

449.アケビコノハ（9上）

450.シラフクチバ(6上）

451.アヤシラフクチ（(アヤクチバ） （6上）

452.オオシラフクチバ(ハガタクチバ） （6上、 9上）

453.オオシロテンクチバ（4下）

454.ヒメムラサキクチバ（6上）

455.マエヘリモンクチバ（6上）

456.マエジロクチバ（6上、 9上）

457.シヤクドウクチパ（6上、 7下、 8上）多産種。

458.ウンモンツマキリアツパ（6上、 9上）

459.ミツボシツマキリアツバ（8上）

460.ツマジロツマキリアツバ(6上）

461.ウスモモイロアツバ（9上） 1983年9月6日多

数飛来。講談社の大図鑑で発表された新種である。

462．リンゴツマキリアツバ（6上）

463.マエモンツマキリアツバ（6上）

464‘チョウセンツマキリアツバ（6上、 9上）

465‘アトヘリヒトホシアツパ（9上） これも余り知

られていない小型種。

466‘二セミカドアツパ（5上）

467.クロキシタアツパ（8上、 9上）

468.タイワンキシタアツバ（5上、 6上、 7上･下、 9上）

469.キシタアツバ（7上、 8上、 9上）

470.ヤマガタアツバ（5上、 6上、 7上、 8上、 9上）

471.ホシムラサキアツバ（7上）

472.モンクロアツバ（5上）

473.ソトムラサキアツバ（7下、 9上）

474.ナカジロアツバ（4下、 5上）

475.アヤナミアツバ（9上）

476.オオシラホシアツバ（6上、 8上、 9上）

477.ニセツマアカアツバ（6上、 9上、 10下）

478.ヒケブトクロアツバ（9上、 10下）

479.ツマオビアツバ（9上）

480.ウスグロアツバ（6上、 9上）

481.キイロアツバ（6上）

482.シラナミアツバ（6上）

483.フタスジアツバ（6上）

484.シラナミクロアツバ（9上）

485.フジロアツバ（6上）

486.ソトウスグロアツバ（4下、 7上）

487.ハナマガリアツバ（6上、 9下）

488.ウスキモンアツバ（7上） 講談社大図鑑の写真

より黄紋が大きく濃い。

ヒトリガ科

489.ツマキホソバ（6上) Eilema属のホソバは多数

飛来するが、 ￥の同定が厄介なのでほとんど採集し

ていない。

490.キベリネズミホソバ(6上）

491.マエキクロホソ（（6上）

492.マエグロホソバ（6上、 7上、 9上･下）

493.ヨツボシホソバ（6上、 7上、 9上･下、 10下）

マエグロとヨッボシの子は腹端の生殖孔で外見か

ら簡単に区別ができる。

494.クビワウスグロホソバ（6上） 6月の最普通種。

495.ゴマフオオホソバ（6上、 8上、 9上）当地では

多産する。旱は6月と9月の2回産卵する。昼間飛

ぶのは見たことがない。

496.アカスジシロコケガ（6上、 7上、 9上）

497.オオベニヘリコケガ（6上、 9下）

498.ヒメホシキコケガ（7上、 8上） 本州から未記

録のようだが、最近大阪の能勢でもとれている。

－8－
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527.エゾヨツメ （4下） 多数飛来する。

528.クスサン（8上・下、 9下、 10下） 秋の蛾だが

1983年には8月8日に既に飛来した。

529.ヒメヤママユ（10下）

スズメガ科

530.メンガタスズメ (9上）

531.エビガラスズメ ‘(9下) 、

532.シモフリスズメ （6上、 7下、 8上、 9上）

533.エゾシモフリスズメー （6中）

534.サザナミスズメ （6上、 8上）

535.ホソバスズメ （6上、 ，7下、 8上）

536.アジアホソバスズメ （6上・中、 8上） 多数飛

来したホソバスズメから、証拠品として1罰だけ採

集しておいたものが、帰宅してからアジアホソバス

ズメであることが分った。以後注意しているが、時

にはアジアのみしか飛来しなかった夜もある。

537． トビイロスズメ （7下、 8上）

538.クチパスズメ (6上・中、 7下、 8上）

539.モモスズメ （6上・中、 7上・下、 8上）

540.コウチスズメ （5上） 1984年5月9日1忽。

541.ウンモンスズメ （5上、 6上、 7下、 8上）

542.エゾスズメ （6上・中、 7上）

543.クルマスズメ（6上・中、 8上、 9上）

544.ブドウスズメ （6中）

545.クロホウジャク（6上・中）

546.コスズメ （6上・中、 7下）

547.ベニスズメ （6上、 9上）

548.ビロウドスズメ （6上・中、 7下、 9上）

549.ミスジビロウドスズメ （6上） これも6月5日

に多数飛来したビロウドスズメの中から偶々採集し

ておいた1頭が帰宅後ミスジと判明した。以後気を

つけているが、それきりまだとれない。

550.ハネナガブドウスズメ (4下）

551.キイロスズメ （9下）

スズメガ科では飛来しても無視することが多いので、

なお2～3種の洩れがあるかも知れないし、飛来時期

ももっと多かったと思う。なお、本年（1985）は西日

本のあちこちで久しぶりにオオシモラリスズメが多数

発生し、聞くところによるの能勢のさる駐車場の水銀

灯下で100頭も拾ったという話があり、現に私も道路

傍の水銀灯下で車の下敷になった多数の死骸を目にし

た。四国でも今年は随分多かったということである。

残念ながら三日月では今年も遂に姿を見ずじまいであ

った。

コブガ科

520.ニセオオコブガ(9下）

521．リンゴコブガ（6上）

カノコガ科

522.カノコガ（6中） 道傍の草地で。

イボタガ科

523.イボタガ（4下） 最近めっきり数の減った蛾で、

めったにとれなくなった。

ヤママユガ科

524.オオミズアオ（6上、 7上･下、 8上）類縁種の

オナガミズアオはまだとっていない。

525.シンジュサン（6中） 本種も最近姿を見せなく

なりつつある。

526.ヤママユガ（8上、 9上･下） 1983年には8月1

日に2忽の飛来を見た。なお、 1984年9月1日には

飛来数が余りにも多いので、できるだけ色変りのも

のを4－5頭とっておいた力ざ、帰宅後調べてみると

そのうちの1頭が、左右完全に分れた雌雄型であっ

た。

－9－
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兵庫県産蝶類分布資料（4）
一タテハチョウ科シジミチヨウ科11種の記録一

広畑政己
1 ．オオウラギンヒョウモンFabriciananerippeはじめに

草原性の蝶で近年極めて少なくなったものの筆頭が

本種である。県下では1978年ごろまでは、関宮町の杉

ヶ沢高原や同町葛畑などの高原で多数の個体が見られ

たが、同地に於てもほとんどその姿を見ることができ

なくなった。

これまでに判明している産地は約20ヶ所あるが、確

実に見られるところは皆無に等しいといっても過言で

はない。 しかし、 ここに上げた以外の所で少いながら

も産地が確認されているようで、格好の草原を探せば

まだまだ生息地は発見できるものと思われる。

既知産地の中で、低標高地の記録としては､小野市、

川西市の東谷周辺、尼崎市の武庫川堤防、洲本市安乎

町、三原町賀集などがあるが、その後採集記録も聞か

ないので、おそらくこれらの産地についても絶滅した

ものと思われる。

また、高標高地では主として標高600m～800mの草

原が生息地となっているが、以前と比較すると、これ

らの高原にあるススキ草原は、我々人類の生活様式の

変化によってかなりの変貌をきたしている。

その一つには、農業の機械化によって牛馬を飼う必

要がなくなったことや、わらぶき屋根がなくなり、草

の刈り取りをしなくなったということがある。そのた

めに草木が繁茂し、ススキ草原が維持できなくなり、

草原に生えている本種の食草であるスミレが絶えると

いうパターンとなっている。その代表的なものが栃原

の南にあるかつての産地である。その他、ゴルフ場と

しての開発なども悪影響を及ぼしていることは言うま

でもない。

また、低地の生息地である河川の土手も、改修によ

ってその姿を変え、草地が復元しても今やもう本種が

いないという状態になっている。

一方、環境の変化とともに大きな要因として上げら

れるものに乱獲力§ある。本種は低地では6月中旬に発

生し、高標高地では7月中旬から発生する力ぎ、発生後

すぐ産卵するという習性であればまだしも、 9月に入

ってから産卵をするので、美しい雌はその間採集の的

になり、産卵する前に簡単に採集されてしまうという

ことである。このことが、環境破壊とともに本種の個

体数激減の大きな要因となっているようである。これ

歳月の過ぎるのは早いもので、山本広一、吉阪道雄

氏によって県下のほぼ全種に亘っての分布が発表され

てから、かれこれ20数年が過ぎようとしている。その

間県下にもいくつもの同好会が発足し、会員諸氏のた

ゆまぬ努力によって数多くの新産地や新知見が得られ

た。それらは、それぞれの同好会誌に報告され、年ご

とにその資料は充実したものとなっている。 しかし、

それらをまとめた資料がなく、調査をする上で不自由

を来たしていた。

そこで、 これまでに比較的珍しい種について広畑(1

979,1980,1981a､1981b､1982,1983,1984a,1984b)にそ

の分布の概要を報告してきたが、この度は、 タテハチ

ョウ科5種とシジミチョウ科6種についての分布をま

とめて報告した次第である。

本稿を草するに当り、多くの方々から採集記録の御

提供をいただき、筆者も微力ながら調査を行ってきた

力笥、なにしろ兵庫県といえば筆者の地元である播磨地

域をはじぬ但馬、丹波、阪神地域と広範囲に及ぶため

調査も記録の収集も不充分で、残念ながらただ単にこ

れまでの記録を羅列したにとどまった。従って、この

小文は、 ここに述べる種の基礎資料として御活用いた

だき、不備を補うことによって、一層充実した資料と

していただくことを期待するものである。

列記した産地の中には現在すでに絶滅したところも

あるが、参考記録としてそのまま文献を引用している。

また、分布図を作成するに当っては、産地の詳細がわ

からないものもあったが、それらの一部は、市町村の

中心地にプロットしている。

北部の状況については木下賢司氏から多くの御教示

をいただき、採集記録の御提供を願った。また、次の

方々にも何かと御協力いただいた。ここに記して感謝

の意を申し上げる。

木村三郎、近藤伸一、米村和繁、鎌田邦彦、石井為

久、高嶋明、高島昭、相坂耕作、岩村巖、川崎悟良、

田中蕃、黒田収、徳岡正己、松尾隆人、森下泰治、佐

々木薫、入江照夫、尾崎勇、稲田和久、上田倫範、平

尾栄治、内海功一、吉田豊、西隆広、勝屋潤、松本勝

由、坂志郎、花岡正、法西定雄、高橋寿郎、高田忠彦、

大前晋（順不同入

－11－
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までの採集記録を1例づつ上げると次の通りである。 2． ウスイロヒョウモンモドキMelitaeadiamina

本種は中国地方の特産で本県が分布の東限となって

いる。以前には佐用町を中心とした低地や大河内町、

関宮町、村岡町、温泉町などの山地において、最盛期

には数多くの個体が見られた。 しかし、近年その数は

激減し、珍しい種の仲間入りをするようになってきて

いる。

垂直分布は上月町下秋里の標高100数十メートルを下

限に温泉町畑ヶ平高原など1000m付近にまで達してい

る。その中でも図3の通り、佐用町のような標高200

m～300mの山地の林縁や、中北部の標高500m～800

mの草原に産地が多く見られる。
50）

本種は低標高地の佐用町ではカノコソウを食し、関

宮町杉ヶ沢や村岡町大笹ではオミナエシを食草として

いる。オミナエシやカノコソウはいたるところに生育

しているが、本種の生息条件が整わないのか新産地発

見のニュースは期待に反して聞かない。 しかし、有望

な草原は北部を中心にまだまだ残されているので、今

後の調査を待ちたい。

<採集記録＞
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小野市片山町 1罰 13-Ⅵ-1932山本広－3）

川西市東谷 1研 11-Ⅵ-1948吉阪道雄3）

〃 山下～大路次川原1罰11-Ⅶ-1956松本健嗣21）

〃 山下～一庫 1毎 11-Ⅶ-1956 〃 21）

尼崎市武庫川堤防－ 35 図2-1兵庫県に於けるウスイロヒョウモンモドキ

の分布洲本市安乎町 1罰 23-Ⅵ-1946堀田久24）

三原町賀集 1グーⅥ-1967南-37）

神戸市六甲山 2罰 20-Ⅶ-1975加藤昌宏30)

薩砥 ロ
図1． 兵庫県に於けるオオウラギンヒョウモンの分布
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図2-2兵庫県に於けるウスイロヒョウモンモドキの垂直分布 3． ヒョウモンモドキMelitaeascotosia
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県下中部の湿性草地に生息している。前種ウスイロ

ヒョウモンモドキよりもまだ少なく、近年も生息力瀧

認されたという波賀町の東山と1981年に高嶋明氏によ

って再発見された生野町栃原以外の採集記録はその後

見当らない。

これまでに報告されている記録の中で、環境庁(198

0)の粟鹿峯山麓の記録は青垣町稲士と思われるので粟

鹿峯とはしていない。中国地方では休耕田のアザミに

も発生しているが、本県ではその生態すら観察できな

いほど珍しい種となってしまった。
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4． シータテハ PolygoniaC-album 図4．兵庫県に於けるシータテハの分布

古い記録としては、 1901年の樽谷明吉氏による神戸

市御影の記録がある8↓また、 1909年には西播の地に於

て井口宗平氏が夏型と秋型をそれぞれ1頭得たことが

山本(1971)に報告されている。この他に、神戸市烏原

貯水池付近に於て田中靖也氏により採集されたこと力爵

高橋(1941)にあり、その標本を確認されたことも高橋

(1940)に記されている。

その後、 1952年に西村公夫氏によって、生野町栃原

にて2頭の夏型力ざ採集され、 1954年には吉阪道雄氏力罫

養父郡の氷ノ山で1頭の雌を採集されている。この氷

ノ山産の標本は、大阪市立自然史博物館にあるようで、

日浦(1969)の資料の中に採集記録が明記されている。

吉阪氏はこの他に氷ノ山では福定で1翻を採集し、地

蔵堂で1頭を目撃されている。これらは鳥取県側の春

米の記録とともに本種の採集記録として吉阪(1955)に

報告されている。

さらに、 1955年には氷ノ山山麓の能次よりの登山口

に於て山本広一氏が採集し、翌年の1956年には養父郡

大屋町筏に於て中尾淳三氏が、 また氷上郡下からも採

集されたことが山本(1960)にある。同文献には扇ノ山

や雪彦山麓でも発見されたとある力雰詳しいことはわか

らない。

以上力罫県下で本種が発見されてから現在までの経過

であるが、最近は採集者が以前と比較にならないほど

多くなっているにもかかわらず、 1956年以降30年間と

いうものは採集記録を聞かない。

近隣地域の岡山県、鳥取県などに於ても同じ傾向な

のか、同好会誌の「すずむし」 「すかしば」 「ゆらぎ

あ」等を見る限りでは1960年代とそれ以前の記録は散

見する力罫最近の記録は見当らない。

厚

凸

竺導●

5．オオムラサキ Sasakiacharonda

県下一円に広く分布するが、 ､一部の地域を除いては

数は少ない。最近は越冬幼虫での調査を行うので、新

しい産地もかなり見つかっている。 しかし、地図上に

プロットしてみると、産地の多い地域でありながら、

南西部の山崎町や千種町では記録がなく、一宮町、波

賀町に於ても予想外に産地が少ない。また、朝来郡、

出石郡、美方郡、氷上郡、多紀郡も調査が行き届いて

いないのか極僅かしか記録がない。

県下での垂直分布を見ると、 100m～200mの標高に

産地が多く、 100m以下力:それに続き、 700m以上では

記録がない。分布の南限は神戸市の多井畑になるが、

宅地の造成が進み、今はもう当時の面影はない。 しか

し、神戸市中央区の諏訪山では近藤伸一氏によって1985

年まで生息が確認されており、都市部での貴重な生息

地となっている。

本種は落葉広葉樹の生える人里周辺の山麓や食草の

エノキが生える山間の川沿に生息している力欝、エノキ

の伐採や植林によって数が減少しているようである。

しかし、周辺にめぼしい雑木林もないのに残された僅

かな環境にかろうじて残っているという例もあるので

<採集記録＞
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西脇市童子山、堀町'）

滝野町光明寺

尼崎市猪名寺付近'）

よく調査を行えば各地でまだまだ新しい産地が見つか

るものと思われる。これまでに明らかになっている産

地は次の通りである。

図5-1兵庫県に於けるオオムラサキの垂直分布

※標高がはっきりしない産地は除く
標
高
伽
皿
”
卿
加
伽
弛
咽
珈
抑
伽

１

<採集記録＞

佐用町奥村')、海内、上石井、 日名倉山、福沢､上町、

佐用坂、桑村､!‘平福、長谷、若州

上郡町大富、野桑'1)、黒石、金出地')、白旗山、佐用

谷、鯉ヶ谷、岩木

上月町西新宿、下秋里、岡坂、円光寺8)、空山
南光町船越')、東徳久')、上三河'）

三日月町三日月9）

新宮町千本、善定

相生市爪生、小河、能下、椿峠、川原町

赤穂市尾崎')、有根横尾

姫路市林田町山田'2)、書写山、砥堀

夢前町小畑、文殿、前之庄、莇野、新庄、雪彦山

大河内町上小田、長谷

福崎町七種山

一宮町黒原、井内')、福中、草木

波賀町引原ダム'6)、赤西渓谷

加古川市一乗寺V) 高畑'7）

中町中村'）

生野町栃原2）

安富町三坂

大屋町明延')、筏'3)、天滝'4)、横行

関宮町福定6)、鉢伏山'9)、八井谷峠')、杉ケ沢高原7）

日高町岩中、金山55)、栃本1)、名色90)、稲葉90）

香住町土生'）

村岡町耀山90）

温泉町菅原')、扇ノ山8)、三原高原、上山90）

豊岡市三坂7)、大篠岡、妙楽寺'0)、下鶴井'0)、中ノ谷'0）

金山'0)、神武山'0)、三開山90）

八鹿町妙見山'0）

出石町7）

美方町美方高原

春日町黒井5）

篠山町篠見')、王子山'）

川西市笹部4)、西多田18)、多田21)、一の鳥居4)、山下4)、

大和4）

猪名川町上阿古谷21)、仁部、木間生4)、六瀬3)槻並

三田市大原')、乙原')、八景中学校付近'）

三木市戸田')、上の丸公園'）

神戸市多井畑3)、小部3)、箕谷15)、烏原貯水池?9)､有馬3)、

北区山の街5)、布引貯水池、中央区諏訪山

5 10 15 20 25 30 35産地数

図5-2兵庫県に於けるオオムラサキの分布
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6．キマダラルリツバメ Spindasis takanonis

兵庫県に於ける本種の最も古い記録は竜野市のよう

で、 1902年（明治35年）に福田氏によって6月下旬か

ら7月上旬の間に採集されている。その後、 1955年に

小野市来住町で発見されるまで記録が跡断えたが、そ

れ以降は姫路市、西脇市、加西市、三木市など県下南

部を中心に次々と産地が発見されている。

今では県下の南西部や北部でもいくつかの産地が発

見され、その数も30数ヶ所が確認されるまでになった。

しかし、いずれの産地もここ数年は数が少なくなり、

確実に成虫が見られるところは数える程しかなくなっ

ている。姫路市周辺、加古川市周辺は新しい産地も見

つかり、数は少ないながら産地は広く点在している。

南部では生息地の標高は低く、その大半力雰100m以

下となっているが、北部では金山峠、美原高原、美方

高原、杉ヶ沢高原など500m～800mの高標高地に限っ

て分布し、南部とは対称的な様相を呈している。

本種はハリブトシリアケアリと密接な関係があるこ

とは周知の通りである力ざ、県下ではサクラ、キリ、 ク

リ、 コナラ、ヤシヤブシで営巣しているのが姫路市で

確認され、そこでは本種の幼虫や蛎も発見されている。

1）

1）

三木市大村町金剛寺一

〃上ノ丸公園一
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<採集記録＞
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図6-2兵庫県に於けるキマダラルリツバメの分布
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7．ムラサキツバメ Narathura bazalus <採集記録＞

近畿地方では和歌山県をはじめ、京都、滋賀､奈良、

大阪の各県でも記録力欝ある力雷、和歌山以外は極めて少

ない種で、当地域が分布の北限域となっている。

本県では1953年の篠山町の記録が最も古く、その後

明石、神戸、宝塚等の各地でも採集されているが、こ

れらの地域からはそれ以降記録はない。比較的採集例

の多いのは相生市三濃山山麓と赤穂市の周世で、ここ

では本種の食樹であるシリブカガシも多く、 1980年代

に入っても何年か続けて採集されているので、土着し

ているものと思われる。

篠山町の記録以外は県下でもその産地は南部の温暖

な地域に限られていたが、 1983年には、内陸部の波賀

町小野にて成虫とシリブカガシより幼虫が採集され43)、

シリブカガシの分布とともに本種の分布を考える上で

の興味ある存在となっている。

これまでに県下で判明している産地は12ヶ所になる。

この他に松浦役児氏の記録が甚田(1953)にあるが、当

村でとれたとなっており、篠山町（旧岡野村） と思わ

れるので甚田氏の記録を使っている。また、西田史郎

氏が1943年7月3日に妙見山で採集されたこと力爵小佐

々(1947)に報告されているようであるが、大阪か兵庫

かわからないので県下の記録としていない。これが川

西市であれば、最も古い記録となる。

小林進38）

竹内崇郎38）

甚田竜太郎39）
-38）

加藤昌宏30）

明石市北王子町 一一Ⅷ-1959

〃大久保町江井が島1早4-X-1959

篠山町 一一1957

宝塚市

神戸市ジェームス山 13 14-X-1979

〃鉢伏山

〃 多井畑

川西市妙見山 1¥ 29-Ⅶ-1964

相生市三濃山 1芋 1－Ⅸ-1966

〃 小河 1早 29-Ⅶ-1982

赤穂市周世 1早 5－Ⅸ-1981

波賀町小野 1￥ 18-Ⅸ-1983

30）

30）

渡辺康之42）

米村和繁4'）

入江智朗

唐土洋一40）

勝屋潤43）

8． クロシジミ Niphanda fusca

青森県から九州の鹿児島県まで分布する力苛、いずれ

の地域も局所的で、近年絶滅した産地も多くなってい

るようである。県下ではこれまでに40数ヶ所の産地が

知られているが、分布図を見てもわかるように、中南

部の生野、加美、西脇、小野、姫路などの地域を除け

ば、産地は4地域にかたまっている。 1つは関宮町、

美方町、温泉町等北部の山地草原､もう1つは相生市、

赤穂市、上郡町など南西部低山地､あと2つは神戸、

芦屋、西宮の各市と淡路島である。

広く分布しながら空白地域が多い要因については不

明であるが、宍粟郡周辺、但馬の東半分、丹波などで

はこれまで記録がない。既知産地をみると、ススキ草

原であったり、カシワなどの疎林であったり、田畑や

荒れ地の周辺などに生息しているので、 もっと広く分

布していてもよいようには感じるが、本種のホスト役

になるクロオオアリとアブラムシとの関連が微妙に影響

し合って、このような分布になっているようである。

しかし、充分な分布調査もできていないことは事実で

今後これら空白地域の調査力欝望まれる。

40数ヶ所の産地の内、標高がわかっているものだけ

をまとめて垂直分布図に表すと図8-1のようになる。

南部の低山地では標高50m～300mの所が多く、北部に

なるに従って標高が上り、 400m～1,000mが生息地と

なっており、低標高地での記録はない。県下全般的に

は50m～500mが垂直分布の中心となる。

福崎町の田口では10年程前まで、 また、関宮町葛畑

では5年程前までかなりの個体が見られたが、近年で

は散見する程度になってしまった。その他の産地につ

図7兵庫県に於けるムラサキツバメの分布
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いても同じことが言えるのではないだろうか。これま

での記録を産地ごとに1例づつ上げると次の通りにな

る。この中には地名が違うだけで同一産地もあろうか

と思われるが、そのまま列記している。

温泉町上山高原

〃 春木
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<採集記録＞
q■■■■■■■■■■■■■■■■

1研1早

津名町妙見山 1¥ 14-Ⅷ-1951堀田久24）
〃 志筑明神 24） 園8－1兵庫喋

神戸市神戸森林植物園2310早一Ⅶ-1964三木進23)

〃 六甲山タコジャレ1¥28-Ⅶ-1952溝口修28）

〃 御影町 1￥ 4－Ⅷ-1949吉阪道雄28）

〃 山の街 2罰1早23-Ⅶ-1967相坂耕作
30)

〃再度山
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〃 北区山田町箕谷1ダ4手19-Ⅶ-1959尾崎勇
30)

〃 鷹取山
30）

〃 布引

〃 有野町逢山狭3手 26-Ⅶ-1959尾崎勇

1早 7－Ⅶ-1960 〃

1￥ 3－Ⅸ-1965矢田修29）
〃 六甲山上

三田市母子

西宮市甲山神呪寺

芦屋市芦屋川上流

川西市西多田

小野市阿形町

西脇市和田町

〃 岡ノ山

社町三草

姫路市増位山

〃 山田町多田

福崎町田ロ

相生市爪生

〃 三濃山

〃 能下

〃 山手町

赤穂市有年

上郡町大山寺

〃富満

〃 黒石

〃 市原

上月町櫛田

生野町栃原

朝来町段ヶ峯

加美町市原千ヶ峰

村岡町兎和野

八鹿町妙見山

関宮町氷ノ山福定

〃 葛畑

〃杉ヶ沢

〃 別宮
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図8-2兵庫県に於けるクロシジミの分布
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高島昭
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9．スギタニルリシジミ Celastrina sugitanii 波賀町坂ノ谷林道
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本県では中西部から北部にかけて20数ヶ所の産地が

あり、 トチノキの分布とほぼ一致している。

しかし、採集記録をまとめてみると、 トチノキが分布

するにもかかわらず本種の記録のない所もあり、産地

の数も思いのほか少ない。

県下に於ける南限の記録は雪彦山で、ここではトチ

ノキを食樹としており、個体数も多い。南部ではこの

雪彦山が唯一の産地であったが、近年南光町の船越山

や一宮町の福知、深河谷などからも本種力ざ見つかって

いる。

垂直分布は標高400m～500mに産地力罫多く、 トチノ

キの分布が低標高地にまである浜坂町、香住町、城崎

町では300m前後にまで本種が生息している。また、上

限は坂ノ谷林道、戸倉峠など800m前後と思われるカミ

氷ノ山という記録もあり定かではない。

本種はトチノキの他にミズキやキハダも他の地域で

は食樹としているが、紅谷(1971)によると本種の既知

産地以外ではミズキは七種山、段ヶ峰、朝来町田路、

"jil山その他数ヶ所に記録があり、キハダも生野町黒

川、朝来町佐中、平野、老波などで確認されており、

トチノキの分布する丹波の神楽、樹IIと共に調査力埋

まれる。

標
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、
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伽

図9-1兵庫県に於けるスギタニルリシジミ

の垂直分布

1 2 3 4 5 6 7 産地数

図9-2兵庫県に於けるスギタニルリシジミの分布
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10．カラスシジミ Strynonidia-w-album 11．ベニモンカラスシジミ SInymonidia iyonis

県下では極めて希な種で、これまで6ヶ所の産地が

知られているにすぎない。西宮市甲東園の記録は疑問

が残るが、他の産地についてはそのほとんどが近年発

見されており、村岡町大笹にある鉢北高原ではその後

も生息力欝確認されている。 、 1

本種はハルニレ、オヒョウを食樹としているが、こ

の食樹は鉢北では標高80QEEDOmにかなりの数が見
られる。紅谷(1971)には、これらの食樹が音水､赤西、

峰山、妙見、段ヶ峯、粟賀山、扇ノ山、多良木などに
あることが記されているので、既知産地周辺とも併せ

て今後調査を進めたい。 ‐ －－ －

〈採集記録＞

隣の岡山県では数多くの産地があるが、兵庫県では

波賀町原と川副・若林(1976)の兵庫県西北部という記

録しかない。西北部の記録は採集者力§明らかにされな

いようで詳しい産地は判らない。

原の記録は1979年2月6日に木村三郎氏によって12

卵が採集され、その内8頭力:5月中旬に羽化している。

原の赤西渓谷の入り口付近一帯では少いながら食樹の

クロウメモドキが見られるが、その後再三調査を行っ

たが発見されていない。また、佐用郡下の各地にもか

なり調査に入っているが朗報を聞かない。

しかし、聞くところによると、 1985年に一宮町にて

卵を採集したとの情報が入っているので、今後新しい

産地が発見される可能性は大きい。

加地早苗88）

譲尾勲13）

辻'啓介59）

山本勝60）

足立義弘61）

福井丈嗣62）

西宮市甲東園

大屋町若杉峠

氷ノ山布滝

美方町小代渓谷

関宮町杉ヶ沢

村岡町鉢北高原

－Ⅵ－1932

－Ⅵ二1958

19-Ⅶ-1971

6－Ⅶ-1982

29-Ⅵ-1975

30-Ⅵ-1984

<採集記録＞
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兵庫県西北部
89）

図11兵庫県に於けるベニモンカラスシジミの分布

図10兵庫県に於けるカラスシジミの分布
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兵庫県のダイコクコガネ
SS)

橋寿郎

(兵庫県甲虫相資料． 1

白一
同’

自然， 2巻， 1～5号， 1967。澤一至蕾面

蕗ずむ力ぎみ〃、闇

兵庫県産糞虫類研究史

のl吉

概略的に兵庫県産の糞虫類の研究史を眺めて見たい。

糞虫類全部（コブスジコガネ，センチコガネ科， コガ

ネムシ科，アカマダラセンチコガネ，ダイコクコガネ，

マグソコガネ亜科）をふくんだものである。

されない道路を牛・馬車が往来しこれらの排泄物はい｜

くらでもあった。肥料にも獣糞・人糞の使用があった

時代であるからこれをとりまく糞虫類に接することは

大変楽であり身近な虫として考えていた。この様な状

況は次第に変化して現在ではその当時が想像出来ない
〒－一‐ . －‐ - .－一一 ~－ ~‐ ~ ~ ~‐ ~~‐--

ようになっていることは確である。従って糞虫に接す

1875.Waterhouse,C.O. OntheLamellicornCole-

opteraofJapan.

Trans.Ent.Soc・London,Part.1:71-116,pl.ⅡI．|ることも次第に限定されて来たし困難にもなって来て
いる。棲息していると言うことは比較的楽に証明出来

|るが絶滅したとか、いなくなったと言い切ることは非 G.Lewisの採集品に基いて発表された日本産鯛角類

に関しての論文である。記録された種は1新属， 55新

種， 1新変種をふくむ114種である。 兵庫・神戸産の

糞虫類は8新種をふくむ11種が記録されている。勿論

この論文が兵庫県産糞虫に関する一番古い文献になる。

同時に兵庫県産の糞虫類のほ静大部分の種が神戸から

記録され、如何に当時の神戸市内に糞虫類が多かった

かがうかがえる。 8新種の内現在シノニムで消える種

力ざ1種と他種の亜種と扱われる種が1つある。その他

は現在でも有効である。一応種名のみ記しておくP.73,

mcco6jWs 6""おヒメコエンマコガネ。 P.78,

0"娩妙〃""s "j〃"s ツヤマルエンマコガネ． p､79,

O. oce/"o-pz"zc〃"‘s アラメエンマコガネ． p.80,

A"odi"s""0γ=A.のmp"07wSﾉ6"吻Bowz"s Sol.

skyセマルオオマグソコガネ． p､89,A.""gz""s

=A.の""ﾉ"sﾉ’"s""sW"gz""s コマグソコガネ．

p.91-92, A."""ﾒ"s クロツヤマグソコガネ． p.92,

A."盤ひsosM""s スジマグソコガネ． p.94-95,

ハビzzz"@odi"sco""“"sセマルケシマグソコガネ。

常に困難である。このあたりで兵庫県下での糞虫類の，

|分布状況をまとめておき度いと思うが､何分にも以上，
述べた様な状況下では可成り難い､点が多くあり大変｜不充分なものになったことは残念である。

一応本報では糞虫類の内ダイコクコガネ亜科(Scar-

abaeinae)に就いてのみまとめた。マグソコガネ亜科

!(Aphodiinae)に属するものに就いては稿を改めたいと

思う。

センチコガネ類(Geotrupes)に就いては最近筆者力ざ

まとめているのでそれを参照して頂きたい（1979)。ま

たアカマダラセンチコガネ亜科(Ochobaeinae)のもの

は兵庫県には1種しかいないのでこちらは今回の報文

に含ませて頂いた。

現在の日本産のダイコクコガネ亜科は7属， 42種，

3亜種でその内本州にのみ産するのは5属， 24種であ

る。兵庫県下には5属， 16種を産することがわかって

いる。

尚日本産の糞虫類に就いての同定は可成り充分な文

献があるのでそれ程困難ではないと思うが特に次の文

献は重要である。

中根猛彦，塚本珪一。 日本のダイコクコガネ。あき

つ， 4巻， 2号, p.44-501955． 中根猛彦． 日本の

こ力罫ねむし III,Ⅳ、昆虫学評論, 1,2号, p.23-27,

53-57, 1956．原色昆虫大図鑑, II,甲虫篇, 1963.

益本仁雄， 日本産コガネムシ類解説, I-V・昆虫と

1875. E.v.Harold VerzeichnissdervonHerrnT

LenzinJapanesegesammel-

tonColeoptera.

Abhandl.Nat・Ver・Bremen,

Ⅳ：283－296．
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1897.Sch6nfeldt,H.v.CatalogderColeoptera

Japan・DritterNachtrag.

Jahrb.d.nass.Verf.Nat

50:99-144.

1874～1880年間商人として神戸に滞在したLenz,

Tuisonが神戸で採集した甲虫をHaroldが研究して

2篇の論文を発表しておりその第1報である。 3新種

の糞虫が記載されている。いづれもその学名は現在も

有効である。新種は次のとおりである。p.290, 0"娩一

”"αgwsMo"た"sヤマトエンマコガネ. 0.ん"zガ

カドマルエンマコガネ. p.291, Q〃〃""sマルエン

マコガネ．

兵庫・神戸から7種の糞虫を記録している。

1901大上宇一． 播磨産金亀子科。

動物学雑誌13(156） ：321-323。

1876. E､v.Harold.BerichtibereineSendung

ColeopterenausHiogo.

Abhandl.Nat.Ver.Bremen,

V: 115-135．

日本人によって兵庫県産糞虫類の初めての記録がこ

の報文である。当時はまだ充分な文献が無い時代であ

るから大上氏による一連の播磨産甲虫類の報告種は学

名の無いものもあったり現在使用されていない和名で

書いてあったりしてその標本が現存していない状況下

判定力ざ出来難い種もふくまれている。筆者はこの報文

と同一著者が1907年に発表した播磨産金亀子虫につい

て検討をしたことがある (MDKNEWS,Vol.25,No.

2,p､17-21,19731

本報文では7種の糞虫が記録されている。ダイコク

コガネの記録がある。この報文で取扱れた播磨産とあ

るのは著者の住所からして揖保郡を中心としたもので

あると考えられる。このあたりのコガネムシ相の報告

はその後出ていないのでその意味からも二重に重要な

報文と言えると思う。

前回の論文に続いての第2報である。この論文では

1975年Waterhouseが日本産で新種記載したコブマル

エンマコガネを兵庫より記録している。

1879． Heyden,L・DieColeopterologischeAusbeut-

esdesProf.Dr.ReininJapan

1874-1875.Deut.Ent.Zeit.,

XXIII,Heft. II :321-365.

本報文はProf.Dr.ReinJohan,J.の日本での採集品

の中甲虫類のみを同定したものである。この中で兵庫

県産糞虫類3種を記録しているがいづれも新種ではな

い。 1907.大上宇一． 播磨産甲虫類．

昆虫世界， 11(116） ： 159-161.

1887. Sch6nfeldt.H.v. CatalogderColeopternv-

onJapanmitAngabeder

beziiglichenBeschreibung-

enunddersicherbekann-

tenFundorte.

Jahrb.d.nass.Ver.f・Na-

turkunde40:31-204.

糞虫類は5種が記録されている。今回の報告には一

応全部学名がついている （現在では訂正しなくてはな

らないものが多いが一一兆G.Lewisの蝋日本甲虫目録〃

（1879）の番号も各種についている。前回記録された

ダイコクコガネがこの報文では入っていない。ツノコ
ガネとダイコクコガネのこの地域での分布は余り良く

わからない。

Hiogo,Kobeから14種の糞虫が記録されている。勿

論新種記載の種はない。 1933．関公一．御影町附近産の甲虫目録（其の一)。

昆虫界， 1(3) ：251-253.

1895． Lewis,G OntheLamellicornColeoptera

ofJapan,andNoticesofothers

Ann.Mag.Nat.Hist.Ser,6,

XVI:371-408.

御影町即ち東部神戸市を中心に摩耶山、六甲山産を

ふくむ地域での甲虫目録なのである。糞虫は11種が記

録されている｡この中ではツノコガネが注目される。

たず惜しまれるのはデータが全く無いので当時の状況

をうかずい知ることが出来ないのが淋しい。日本産鯉角類23新種をふくむ75種の記録があるが兵

庫県産糞虫類は2種が記録されているだけである。
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1934．関公一．大阪・神戸附近の金亀子虫．

昆虫界， 2(9) ：308-313.
その当時舞子に産じたダイコクコガネに就いて説明

をした。

データが充分でないので糞虫は15種記録されている

がこの内神戸産がどれどれかはっきりしない。たぎ箕

面山に産するとしてある種が6種ある。現在の知見で

学名の変るものもある。

1940.高橋寿郎．神戸再度山附近産の甲虫目録(五)．

昆虫世界,44(514） ： 169-172.

9種の糞虫類を記録した。

1936．戸沢信義．紫水遺稿，別巻．

芝川家所蔵昆虫標本目録A,333p
1941．高橋寿郎．神戸附近の金亀子虫に就いて.

昆虫界，9(86）：217-241.

芝川又之助氏の採集された標本目録であるが須磨で

採集された2種の糞虫の記録がある。
13種の糞虫を記録している。若干同定間連もある。

加藤正世博士に同定してもらったユミガ･タエンマコガ
ネはマルエンマコガネに変る｡， ， , ・ 、

1937．城崎誠．厳寒中にセマダラマグソコガネを採

集す。

昆虫界． 5(40) :429.
1941．高橋寿郎．ユミガタエンマコガネ(Onthophagus

yumigatanusMatsumura)の崎型

に就いて．

虫の世界． 4(3/4） ：25．武庫郡魚崎町の人糞の肥料から1937年1月20日 150

exs､採集と言う記録である。 もっともこの種は冬の季
節に採集出来る種である。 神戸市鵯越産1田で紹介。当時牧場があったが現在

高速道路になっている。O.viduusマルエンマコガネ

の間違いである。1937．北村達明．兵庫県出石郡神美村で採集した蝶と
コガネムシ

昆虫界， 5(43） ：634-636. 1941．増田猛，橋本直也．一中附近の昆虫.A5,39p

6種の糞虫の記録あるも和名のみでありデータも無
い。

12種の糞虫が記録されている。

1943．高橋寿郎．神有沿線甲虫相(六)．

昆虫世界, 47(548) : 102-104.1937．北村達明．須磨附近産金亀子科目録．

昆虫界． 5(44） ：717-721.

14種の糞虫を記録している。

10種の糞虫の記録がある。

1943・高橋寿郎．神戸産糞虫類に就いて．

昆虫界, 11(112) :301-304.19386谷口和義．近畿地方から新たに記録さるべきマ

グソコガネ属5種に就いて．

博物研究． III :5-6. 21種記録しているが同定の間違い、学名の訂正を要

するものがある。

5種共Sp.でその形態が紹介されている。 2種が神

戸多井畑，武庫川産である。これだけで種名の判定は

若干無理のように思われる。
以上古い所の研究に就いては局所的な報文でも一応

代表的なものは説明してきたが所謂る県下全般を眺め

た糞虫に関する報文と言うものは残念な力ざらあらわれ

なかった。終戦後になって筆者は兵庫県全般を対象と

した報告を次のように発表した。

蝋兵庫県産糞虫類に就いて（第1報)〃 （兵庫生物，

Vo1.2,No.%,P232-236, 1954) (24種を記録兆．兵庫県

1939．高橋寿郎．神戸産甲虫雑記．

兵庫県博物学会々誌． （18） ：51

－53．
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本亜科の日本産は1属2種2亜種力ざ知られている。

本州産はこの内1種のみであり兵庫県にも産す。

Waterhouseにより 、Shimabara.Onespecimen

fromadeaddog,May;asecondfromTagami,in

abottlesetwithmeat"と記され図を入れて記載され

ている (Trans・Ent.Soc.London,p､95-96,pl.m,f､1,

1875)｡Lewisも蝋Kiushu〃を産地に記録された(Ann.

Ma9.Nat.Hist.,xvi,p､385,1895入

加藤正世博士は原色で図説をされ（分類原色日本昆

虫図鑑，第八輯, p1.41,f.1,1933),また詳しい図入りで

紹介をされた（昆虫界,VOl.5,No.45,p.782-783,1937.

武蔵野昆虫誌p.173-174,1938. 共に命名者名をどう

したわけかWestwoodと間違っておられる。図鑑の方

は正しいL当時この虫を採集したいものだと大いに刺

戟を受けた印象深い図であった。分布は本州，台湾と

なっているが恐らく本州，四国，九州に分布している

だろうとされ－この点原記載をよく見ておられない

のかとも思われるが。春と秋に採集出来るので多分年

2回の発生ではないかとのべられ，飛翔は地上すれす

れに蝿のようであるとも書いておられる。よく飛ぶ種

であることは野村鎮氏も大図鑑の中でのべられてい

る（1963兆林長閑博士は成虫は6月ごろから出現し，

夕方によく飛ぶ。幼虫は腐植物か腐肉を食べるものと

思われると記しておられる（学研中高生図鑑,昆虫Ⅱ，

1975入尚黒沢良彦博士は本亜科並びに2つの属Codoc-

era,Ochodaeusに属する日本，台湾産を主体とした5

種2亜種の分類学的論文を発表しておられる (Bull.

Nat・Sci.Mus.TokyoVOl.11,No.3,p.235-243,1968)｡

現在の分布地としては本州，佐渡島，四国，九州で

あるがいづれの地でもそれ程多くいる種ではないよう

である。

兵庫県下からは猪股涼一，岡本清両氏の採集され

た3頭が知られているだけで筆者は御両者の好意で全

部を見せて頂くと共に岡本氏が笠形山で採集された1

平を頂いて現在保管している。それ以後県下で採集さ

れた記録を知らない。調べなくてはいけない種である。

産金亀子虫科雑記"(兵庫生物,Vol.3,No.3,p.119-120,

1956)（5種の糞虫の記録%、兵庫県のコガネムシ〃 （兵

庫生物,Vo1.5,No.%p.252～259,1967)(42種の糞虫を

記録)｡、兵庫県のコガネムシ訂正並びに追加〃 （兵庫生

物,VOl､5,N0.5,p4414,:1968)｡

これらの報告以外県下産糞虫類全般を取扱った報告

と言うものは全く見出すことは出来ない。一方部分的

なファウナの中に含まれたものは可成りある。今それ

らの内代表的なものを若干地名と報告者名と発表年代

を記しておく （詳しい表題は拙著、兵庫県産甲虫類に

関する文献目録，改定版， 1981"を劉圓して頂きたい%

淡路島（堀田， 1959, 1974，久松， 1973, 1974,高

橋， 1976, 1979)｡川西市能勢，川辺郡猪名川町(仲田，

1970, 1978, 1982)｡出石郡（高橋, 1963)｡氷上郡（山

本， 1954, 1958，足立，畑中， 1955)｡城崎郡（春沢，

1968)｡多可郡（猪股, 1960,西脇, 1965,奥谷,1976)。

神崎郡（西村， 1954，勝屋， 1971，高橋， 1978)｡相生

市三濃山（高橋， 1977)｡但馬地域（高橋, 1975,1976,

1978, 1981,谷角， 1982)，氷の山(中根， 1953,高橋，

1966)b扇ノ山（湯浅, 1960, 1963,辻，岸田, 1972)。

氷の山，扇ノ山，三室山一音水，赤西（奥谷，高橋，

1974)。

兵庫県産糞虫類の現在までの研究の概略を説明して

見た。このあたりで県下の総括的なまとめをしておく

意義はあると考えている。

尚余談ではあるが日本産の糞虫の研究を眺めて見る

と2つのブームがあったように思われる。即ち第1番

目のブームは松村松年博士が多くの日本産糞虫の新種

をインセクタマツムラナに発表になられた(1934,1936,

1937）こと力欝火付けになり多くの若い研究者が糞虫の

採集，調査，研究を始められた。例えば饒平名智郎，

野村鎮，松岡勝輝，中根猛彦の諸氏の活躍ははなば

なしかった。そして終戦後になって中根博士，野村

鎮氏が再び研究を始められたのが第2回目のブームに

つながったと思われる。後藤光男，塚本珪一，益本仁

雄氏も加わり生態方面では水田国康，三宅義一，谷

幸三氏等の研究報告は貴重であった。そして調査の範

囲力爵沖縄諸島，南西諸島，台湾に及んだ。現在の日本

産の糞虫と言うものはほざその全貌を現わしたと見る

ことが出来るのではないだろうか。

産地：多可郡笠形山(1ex.,26-m-1965,K.Okamoto

leg.,inhiscoll.] (1f,27-m-1970,K.Okamotoleg.,

in'IXTakahashiscoll.),加美町三国岳[1ex.,31-V-

1959,R.Inomataleg.inhiscoll.]｡*

*産地の所で〔 〕の中のものは記録の引用。 （ ）の

中のものは筆者標本所有のもの。

SubfamilyOchodaeinaeアカマダラセンチコガネ亜科

GenusOchoddeusServilleｱｶﾏダﾗｾﾝﾁｺガ禍

『.OchoddeusmqculqfusWaterhouse, 1875

アカマダラセンチコガネ(図1,9）
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SubfamilyScarabaeinaeダイコクコザネ亜科

GenusPdneIusLewisマメダルマコガネ属

1.PqneIuspqrvuIus (Mterhouse, 1874)

マメダルマコガネ

（図2,9）

Waterhouseにより南日本（産地名なし）から刀”‐

〃”んC"O""γzﾉ"/"郷として記載された(Ent.Montl.

Mag.,X: 175-176, 1874),翌年産地を蝋Fukuoka:

Nagasaki,incow-dung.MarchandApril〃として記

録された(1.C.,p.72-73, 1875)b

1895年にG.Lewisはこの盃”γ""伽沈をタイプと

して新属Panelus属を創設肋"g/"s"7'zﾉ"〃sとされた

(Ann.Mag.Nat.Hist.,6,xvi,p.375-376,fig.1,2,1895),

図を入れて記載されると共に産地に就いては､Nagas-

akianditsneighbourhood.Occurusunderdeadlea-

vesintheearlydaysofApril,anditsnotuncom-

mon〃と報じておられる。

1956年には中根猛彦，塚本珪一両氏による詳しい解

説が発表され(Entom.Rev.Japan,7巻,1号,p､24-25),

中根博士は原色で図説された（原色昆虫大図鑑, II,

甲虫篇， 1963)。

大変小さい種であり （体長2.5～3mm),主として森林

中の落葉下や朽木樹皮下から採集されるので一般には

目につく機会が大変少いので従来から県下からの記録

はほとんど無かった。

最近神戸市内でもピットホールトラップで結構採集

出来ることがわかった。恐らく市内の雑木林あたりに

は多くいることであろうし県下全般にも広く分布して

いるように考えられる。

分布は本州，御蔵島，冠島，四国，九州，台湾であ

る。

産地：三原郡諭鶴羽山〔久松， 1973〕・ 川西市笹部

〔仲田， 1979〕・神戸市須磨･妙法寺(2cxs., 11-m-19

78, 6exs.,m-1979)｡加東郡東条町森(2exs., 7-W-19

84)。

では今迄に1種も分布していることがわかっていない

ものである。詳しい採集データもついていないし、採

集者もわからない。またその後の記録も全く無い。ど

の様なものかわからないので一応現在の日本のコガネ

ムシの仲間からは省いておいた方が良いと考えるし、

兵庫県のコガネムシとしても保留種としておく。

GenusCopriSGeo什royダイコクコガネ属

2．CoprisqcufidesMotschulsky,1860

ゴホンダイコクコガネ（図4,10）

MotschulskyによりJapanより記載された種である

(Etud.Ent.tome,9,p.13,1860)。

Waterhouseは､Hiogo,Osaka;usuallyabundantin

Sandyplaceswhereitoccurs〃として記録しておら

れる (1.C.,p.75,1875)｡ LewisもﾞAbundantinall

theislandsinsandyplaces〃と記録された(1.C.,p.

377,1895)。

比較的学名にも問題も無く現在に至っている。た静

Balthasar博士が日本から記載された2種即ちC.fra-

nkenbergeri (Entom.Blatter,xxx,1934,p.146),C.m-

ulleri(FoliaEntom.ii,1939,p.42)は共に本種のシノ

ニムであろうとのこと （中根， 1955)｡後､命名者Balt-

hasar博士自身の著書でもそのように扱っておられる

(I.C.,1963,p.356-357,Tf.xxii,fig.1)。

本種の幼虫は林長閑博士が職ダイコクコガネ属の

幼虫〃として図説しておられる（日本幼虫図鑑,p.538,

f.1017,1959兆その生活史に就いては水田国康，三宅義

一氏の、ゴホンダイコクの飼育伽 （北九州の昆虫,5巻，

2号, p.23-29,pl.,1958)の中に詳しくまた水田国康

氏は講談社版， 日本昆虫記Ⅳ(1959）の中で蝋クソムシ

の巣'p.147-181と題する糞虫類の生活史の中の大部分を

占める報文としてまとめられている（この報文は同社

版全集日本動物誌，第28巻， 1984の中にもふくまれて

いるl

兵庫県下には広く分布している種である。最近は採

集出来る場所が仲々見つけにく 、なっている。特に都

市周辺では採集が困難でありどの様な生活をしている

のかわかりにくい（かつての神戸市内にはいたようで

あるが)｡多可郡，美方郡下では結構多くいる種である。

産地：津名郡岩屋(13,1¥,24-V-1942)｡洲本市

中津川，相川，由良日の出〔登日， 1983〕･三原郡諭鶴

羽山〔堀田, 1974]｡Hiogo(Waterhouse,1875)･神崎

郡大山村（2伊罰， 3早早， 23－Ⅸ-1952, 9毎忽,10旱

早早， 4－Ⅸ-1955） 〔西村,1954〕，大河内町川上（1

ざ1， 17－Ⅸ-1977)｡多可郡三谷(12ダダ， 7早乎， 15－

Ⅸ-1944, 1ダ， 2－Ⅷ-1975, 16訊訊， 10早乎， 26－

OGj"""o此"γ〃s(Rz7WWz"op"2""Sﾉs"es池加"た"s

Balthasar,1955に就いて。

Tribus動""""AGenusGywz"OPん"〃Isllligに

属する上記学名の亜種がBalthasar博士によって兵庫

県の武庫川産で記載されている(Mitt.-Miinch.Ent.

Ges.44-45:395, 1955． Japan,MukogawaLandbez-

irkHyogo-ken),そして同博士の大著Monog・Scarab

u.Aphod.(1) :217, 1963にも収録されている。原亜種

はPPhilippinen産である。このグループの糞虫は日本
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Ⅶ-1975, 19忽乳11子早， 13－Ⅸ-1975, 163罰，

3早子， 4－Ⅸ-1976),三国岳（1硯， 1手， 22－Ⅷ－19

55,K.Okamotoleg.)｡氷上郡神楽〔山本, 1958)[13,

13-Ⅷ-1950,YYamamotoleg.),葛野〔足立,畑中，

1955〕・出石郡出石町福見〔高橋1963, 1981〕・美方郡

扇ノ山〔湯浅， 1964.,辻，岸田， 1972，高橋， 1981〕，

村岡町耀山，美方高原〔谷角， 1982〕。

1895〕,舞子(1罰，Ⅷ-1938,RIrukawaleg.)｡神崎郡

大山村(4ダダ,2早早,23-Ⅸ-1952,17訊訊,14旱平,4-Ⅸ

-1955） 〔畑中,1954〕,神崎町〔石飛,1971〕･多可郡三谷

(1忽,1早,15-Ⅸ-1974,1￥,29-Ⅸ-1974, 3ダダ， 2－Ⅷ-

1975, 7忽忽,8尋早， 26-Ⅷ-1975, 2罰罰,3￥旱， 13－

Ⅸ-1975, 6罰研,3早早， 4－Ⅸ-1976)，三国岳(1乳1

¥,22-W-1959,K.Okamotoleg.)｡揖保郡〔大上, 19

01〕・氷上郡神楽，久下〔山本， 1958〕，遠阪，葛野〔足

立，畑中， 1955〕･出石郡正法寺〔高橋， 1963, 1981〕･

養父郡鉢伏山麓高原['EYamaguchi leg.,1973),鉢伏

山〔高橋， 1981〕，関宮町葛畑〔谷角， 1982〕。

3.Coprisochus(Motschulsky,1860)ダイコクコガネ

（図4， 10）

MotschulskyによりJapanよりQ"伽z7'si"soc""s

として記載された(1.C.,p.13,1860)b

Waterhouseは、SimabaraandHiogo,andother

sandydistrictsinKiushiuandNipon.Veryabund-

ant〃として記録された(Copris属) (1.C.,p.74,1875)。

Heydenはm"/加7'sj"s属で蝋InselKiushiu〃より1

罰を記録(Deut.Ent.Zeit.,XXIn,p.339,1879)。

Lewisは1879年に「日本の甲虫目録」を発行されそ

の中で本種をm"肋α畑zzs属で収録されたのを1893年

の報文でCopris属に変えておられる (Ento､26:150%

そして1895年にはαp油とm"/加'7"嘱の違いを述べ

た上でCOp疏の種として、Simabara,Kobe,Nikko

andHakodate.Abundantonsandyareas"を記録さ

れた(1.C.,p.377)。

ReitterのBest.－'Ihb.(24),1892,p.216には､Suifun,

Mongolei,China,Japan"力撞地に挙げられている｡新島，

木下両博士は満州産を図説された(Rep.First.Sci.

Exp.Manchu.,m,55,p､8-9,pl.1,f.4,1937)。

比較的一般に良く知られた種でありほとんどの図鑑

類に図説されている種で分布も可成り広く北海道、本

州，佐渡島，三宅島，壱岐，九州に産するが四国での

記録が無いようである。国外では朝鮮，済州島,満州，

北支，蒙古となっている。

兵庫県下の記録は古くからあり、戦前は神戸市内並

びに周辺でも稀に採集出来たが戦後の開発でさっぱり

姿を消してしまった。

恐らく県の中央部から北には分布していると考えら

れるが本種も採集地点の発見力：難しいのでその分布状

況とか生態状況がつかめない現状である。生活史に就

いては同属のゴホンダイコクと似ていると推察される。

尚生野よりミヤマダイコクコガネCoprispecuari

Lewis(2exs.,26-Ⅷ-1971,井上, 1972)の記録があ

る。標本が見られないので何んとも言えないがダイコ

クコガネとの区別は必ずしも容易でないので或は本種

のこともわからない。一応本報文では保留しておいた。

産地：兵庫(Waterhouse,1875)・神戸[Lewis,

GenusCqccobiusThomson コエンマコガネ属

4.CqccobiusbrevisMterhouse,1875

ヒメコエンマコガネ（図,11）

Waterhouseにより 峨Hiogo:Osaka.Insandypla-

ces.〃として記載された(1.C.,p.73,1875)。

中根猛彦，塚本珪一両氏の図説(1956)，中根博士の

図説(1963)がある。分布は本州，九州，対島が知られ

ている。

兵庫県下での記録は余りない。現在の県下での分布

状況カミよくわからない種である。

産地：川辺郡猪名川町民田〔仲田， 1978〕・兵庫[W

aterhous,1875)・美方郡扇ノ山〔湯浅, 1963,辻，岸

田， 1972，高橋， 1981〕。

5.Cd"obiusjessoensiSHarold,1867

マヘカドコエンマコガネ

（図， 11）

Haroldにより ﾞJapan〃を産地に記載された(Cole-

op・Heft,ii,p.100,1867)｡WaterhouseはHakodateか

ら記録（1°C.,p.73,1875)｡

Haroldが'Ibkio産で記載したC加允"OCg力加〃sは

本種のシノニムである (Deut.Ent.Zeit.,xxi.2:349,

1877)b

また松村博士の記載された次の種が全部本種のシノ

ニムである。

C〃0宛〃(Ins.Mats.,9巻,%号, p.67,1934)｡C.

s"Po"oelzsis(1.C.,11巻,老号, p.64,1936),C棚加万一

g"sis(1.c.,p.65,1936) ,Ca"@"ZSα""s(1.c.,11巻,3

号, p.121,1937),C〃'tzj"""zi(1.c.,11巻,%号,p､62,

1936)。

分布としては北海道，本州，佐渡島，四国，九州で

山地の日なたの牛・馬・羊糞に集り、人糞でも採集さ

れると。

兵庫県下での産出状況は余りよくわからないが北部
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山岳地帯に広くいる種ではないかと思われる。淡路島

での産は注目されるべきではないだろうか。

産地：三原郡諭鶴羽山〔堀田， 1974〕･神崎郡大山村

〔西村、 1974〕・多可郡三国岳(1ex.,13-W-1950K.Ok

amotoleg.)b氷上郡神楽村(1ex.,9－Ⅷ-1950,YYa-

mamotoleg.)[山本,1958)・豊岡市妙楽寺〔高橋, 1975

1981〕・美方町扇ノ山〔湯浅,1960,辻,岸田,1972,高橋，

1981,谷角,1982〕，美方町熱田,美方田(谷角,1982〕。

けられている。￥では横の隆起が2本ある。犬糞を特、

に好み、人・馬糞さらに鶏糞にも来るようである。南

方系の種と言える。特に盛夏の7－9月カゴ割合多く見

られる。たぎし現在兵庫県下でも神戸市、明石市の南

側海岸線ぞいだけにしか見られないがどのあたりまで

分布しているのかもう少々詳しく調べて見ないとわか

らない。 とにかく神戸市内では大変多く見られる。

原色による図説が後藤氏（1955)， 中根博士(1963）

とある。

産地：神戸市摩耶山（1手, 20-V-1964),夢野大師

参道（2罰罰， 1早， 24-Ⅶ-1966)，烏原（13， 4－Ⅸ-

1966, 3罰毎， 17-Ⅷ-1969, 3訊ケ1， 2手手, 23-V-19

71, 1罰， 1¥， 8－Ⅷ-1976, 1旱， 14-Ⅸ-1983, 3罰毎，

9早早, 23-V-1983, 2畝叡,W, 25-V-1983)。明石

市明石公園（1¥， 3－Ⅶ-1976)。

aCqccobiusunicornis(Fabricicius,179a

チビコエンマコガネ

（図， 3， 12）

FabriciusによりCbp沈属で記載された種('Iifangue-

barintheCopenhagenMuseum,Ent.Syst.Suppl.

1798,p.33)である力欝1801年にはC〃"伽〃isとして記

載されている(Syst.Eleut.i,1801,p.52)｡WJunkCole-

op.Pars.90,p､149,1927では産地はIndienだけである。

Arrowはmcco〃"s属で図入りで記載されている(Fa･

unaBritishlndia,Coleop.Lamell. IH,p,145,f､9,1931

)｡この時点では日本の分布は入っていない。尚その時

O"肋O'"EzIs"犯加〃魔Boucomont,1914,O."伽"℃､

gPsFairm.1893も共にシノニムとされて分布はCeylon,

Assam,E.Bengal,Tonkin,China,Java,Borneo,Phi-

lippineIs・MalayPens.となっている。

Boucomontが発表したFaunel'EmpireR･an.HI,

Colop.Scarab.I'Indochineに図入りで説明しているが

分布には日本が入っていない(p.83-84,fig.53,1945)b

日本からの記録は中根博士が蛾本邦産ダイコクコガ

ネ群の種名の検討〃の中で松村松年博士が九州，台湾

産で記載されたC"加α"c"〃(Ins・Mats.,11巻,%号，

1936）が実はこの〃"畑γ"isのシノニムで日本では未記

録の種として和名もチビコエンマコガネと名付けられ

たものによる （動物学雑誌， 57巻， 4号,p.56,1947)。

本州からの記録は中根，塚本両氏の解説の中に於い

てざあり （昆虫学評論， 7巻， 1号， 1956),同じく後藤

氏が南大阪における産地を詳しく報告されたのによる

(1.c.).その後加治木氏も大阪の北部から記録され(1.c.,

7巻， 2号， 1956)，筆者も神戸市から記録した(1.c.,18

巻， 2号, 1966J

Balthasar博士のMonog.Scarab.uAphod.2,1963

にも日本の分布はC""@α"c""の産を掲げられている

だけであった。

分布は始めに記した様に広いが日本では九州以外本

州では神戸・大阪・生駒山付近が北限であろうとのこ

とである（益本， 1967)。

罰には頭部に1本のツノがありuni-cornisの名がつ

ZOnfhophqgusqferWaterhouse, 1875

クロマルエンマコガネ（図,5，12）

Waterhouseにより輔NiponandKiushiu・Abunda-

nteverywhere〃として記載された種である(I.C.,p.76,

1875)。

普通に産する種で獣・人糞を食べるほか腐肉にも来

る。出現期は3～12月と可成り長い。場合によっては

2月にも見られる。幼虫に就いては山下・小島・三宅

氏等の詳しい報文がある（げんせいNQ35,1978,NQ38,

1980)b

分布としては北海道，本州，佐渡，八丈島，四国，

九州，台湾，朝鮮，支那，東シベリヤと大変広い。

松村博士の命名されたO.c加ze""""ss,0."z(ﾉα"-

α""s(Ins.Mats.,11巻, 4号, 1937)｡Balthasar博士の

命名された0.ce7'"yi(ForiaZool.etHidrobio1.8,2:

312,1935）のいづれも本種のシノニムである。

兵庫県下にも広く産する種である。

産地：津名郡岩屋(1罰， 26-Ⅳ-1959)｡川辺郡猪名川

町杉生新田〔仲田， 1982〕･ 川西市笹部〔仲田,1978,

1982〕，西畦部能勢川々原〔仲田， 1982〕･神戸市御影

〔関， 1933〕’六甲山(2罰罰,W, 8-V-1955, 1c7,

2早早， 21-Ⅷ-1958, 1罰， 2早早, 20-Ⅷ-1961),摩耶

山〔増田，橋本， 1941〕，保久良山(2exs.,1-V-1975),

教育植物園（1子， 9－Ⅶ-1961)，烏原（1乳5－Ⅳ-193

8, 4罰乳23-111-1939, 3罰罰,2早早, 24-1n-1939, 1

乳24-Ⅶ-1939, 17, 15-11-1952, 1ex.,2－Ⅶ-1972,

1ex.,23-W-1972, 1ex., 6-W-1972,W, 5-V-1974,

1ダ， 25-Ⅵ-1982)，鈴蘭台(17, 22-X-1939),山の

街(1c71, 3-V-1950, 17, 15-W-1951),丹生山(93

ざ'’ 12早早, 5-V-1956, 3ダダ,W,10-V-1959),
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3罰罰,2早早,14-W-1976,3#,2-m-1980,2伊額,3¥￥

4-m-1980,4伊乳1旱,16-Ⅶ-1981,2早早,9-Ⅵ-1982,

1ダ,24-Ⅵ-1982,1早,9-Ⅷ-1982,1",30-m-1982,1旱，

23-V-1983),鈴蘭台(1f,22-Ⅲ-1939),山の街(1f,23

-X-1954),有馬(2d刻翻,5早早,21-Ⅷ-1958),多井畑(1

タ,1竿,2-Ⅶ-1941),板宿,妙法寺〔北村,1937〕，藍那(7

訊罰,9旱¥,30-m-1978),下谷上(2罰訊,W,17-m-19

79),芦谷渓谷(3J畝,4早子,11-Ⅵ-1982),押部谷木見

(13,5-X-1980),須磨〔戸沢,1936),妙法寺(W,23-W

-1979,2伊罰,25-Ⅶ-1979,1忽,1旱,30-W-1979)。明石

公園(4母子,3-Ⅶ-1976)｡飾磨郡雪彦山(1認,1￥,14-Ⅶ

-1957),家島〔上田,1981〕・姫路市白浜ノ宮(2訊罰,1￥

20-Ⅸ-1979)｡多可郡白山(1罰,2早早,27-V-1973)｡神崎

郡大山村〔西村,1954〕,大河内町砥ノ峯(4exs.,23-W-

1977,17,22-X-1977)｡揖保郡〔大上,1901,1907)･赤穂

郡上郡(17,20-m-1975)｡宍粟郡音水(17,1f,11-W-

1972)｡氷上郡〔山本,1958〕，黒井(2忽乳28-Ⅷ-1950,

YYamamotoleg.)｡出石郡神美村〔北村,1937]・ 城崎

郡神鍋山〔原， 1938〕，出石町魚屋〔高橋,1963,1981〕・

豊岡市山王町〔高橋,1976,1981〕・養父郡氷の山(1研，

1早,21-Ⅶ-1958)｡美浜郡浜坂諸寄〔高橋,1976,1981〕，

美方高原，村岡町耀山〔谷角,1982〕，扇ノ山〔湯浅， 19

60.,辻，岸田, 1972,高橋,1981)。

金剛童子山（1早， 24-Ⅵ-1956)，有馬（1乳21-Ⅷ-

1958)，妙法寺(1ex.,9-X-1978)。多可郡鳥羽(lex.,

29-N-1972, 1ex.,19-m-1975),三谷(lex.,13-m-19

75)｡神崎郡大山村〔西村， 1954〕，大河内町川上（3畝

罰， 2早早, 14-V-1977, 2伊伊, 2早早,21-V-1977,

1￥， 3－Ⅸ-1977)｡揖保郡〔大上， 1901〕，鶏篭山（2訊

3, 1f, 27-V-1970)｡宍粟郡音水(3訊罰,2早早, 31

-V-1970)｡氷上郡〔山本, 1958],神楽〔山本,1958),

春日部村，柏原村，黒井町、生郷村、新井村、芦田村

〔足立，畑中， 1955〕･出石郡神美村〔北村， 1957〕。

城崎郡城崎(lex.,7-V-1970)；香住町山田渓谷〔谷角

1982〕・養父郡氷の山（5￥芋,21-Ⅶ-1958)。美方郡美

方町久須部〔谷角， 1982〕，蘇武岳〔村上， 1958〕，鉢

高原〔高橋， 1975, 1981〕，扇ノ山〔湯浅, 1960.,辻，

岸田， 1972，高橋， 1981〕。

aOnfhophqgusqfriPennis Vhterhouse, 1875

コブマルエンマコガネ（図,6,13）

本種もWaterhouseにより 恥KiushiuandNipon;in

woodsandshadyplacesundertrees〃として記載さ

れている(I.C.,p.77,1875)｡

HaroldはHiogoから記録された(Abhandl.Ver.

Bremen,V:124,1876),HeydenもHiogoから記録され

ている(Deut.Ent,Zeit.,xxiii,Heft. II :339,1879)。

本種も普通に見られる種で糞とか腐肉にやってくる。

松村博士が記載されたO.α〃""O./60"zas,O."Qgzz-

如"zzss,O.s"鞍oi(Ins.Mats.,11巻, 4号, 1937) は共

に本種のシノニムである。上翅基部及翅端前に黄赤紋

を具える個体をα肋.”雌""CMSD'Orbigny,"""O""‐

CMSD'Orbigny,1898と言われているが兵庫県下ではそ

の様な個体には出会っていない。また石垣島にはや、

小型で前胸背のクボミが前によったs"6Sp.j"zGj"zwzα""s

Nomura,1964を産する。

分布は本州，佐漉四国，九州，対馬，朝鮮，満州

と可成り広く産する。

兵庫県下では個体数の多い種である。

幼虫の形態に就いては山下，小島，三宅氏等の報告

力§ある(I.C.,p.4,1978)b

産地：津名郡岩屋(1罰,26-Ⅳ-1959)。洲本市三熊山

〔久松,1973,H.Hirochietc.1977)･川辺郡猪名川町上

阿古谷〔仲田， 1978〕・川西市笹部〔仲田， 1982〕o

Hiogo (Heyden,1879)･神戸市御影〔関, 1933],摩耶

山〔増田，橋本,1941〕・烏原(2伊罰,1-Ⅸ-1937,2￥早，

27-Ⅶ-1951, 1額,2早早， 4－Ⅶ-1971, 1忽,1早,22-Ⅷ-

1971,1罰,2-Ⅷ-1972,1硯,6-Ⅷ-1973,1平,27-Ⅶ-1973,

3ダダ,2¥f,10-m-1974,4ダダ,2早早,10-W-1976,

aOnfhophqgusfOdiensWaterhouse,1875

フトカドエンマコガネ（図,13）

本種もWaterhouseにより 蝋Onaura.Rare〃として

記載された種である(I.C.,p.75-76,1875)。

本種はクロマルエンマコガネO.α"γと大変良く似

ていることから同定がはっきりしなかったのか記録が

割合と少い種である。

関東地方では少いようであるが中部とか近畿にかけ

ては普通にいる種である。クロマルエンマコガネとは

慣れ、ばそれ程区別がむグかし<はなく、 また最近は

多くの図説があるのでそれ程同定に苦労はないと考え

られる。松村博士によって命名されたO.吻娩z‘sEz""S，

O.s〃γ"""ss,O."s"o"ilO.j"gjZz"zzss,O. so加S"""S,

(Ins.Mats., 11巻, 4号, 1937)は総て本種のシノニ

ムである。分布としては本州、佐渡島，四国，九州、

済州島，朝鮮，満洲，支那である。

兵庫県下にもクロマルエンマコガネより個体数は少

いようだが広く分布しているようである。幼虫に就い

ては山下，小島，三宅氏の報文がある (1980)。

産地：川西市一の鳥居(1乳22-Ⅵ-1952)，笹部〔仲

田,1982〕・神戸市烏原(1¥,10-VI-1956),山の街(23

",30-W-1950,13,17-V-1953,13,16-V-1954),丹
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とは残念ながらどうも産地を間違っていたのではない

かと言う気がしていた。 ところが最近神戸の英字新聞

ジャパンクロニクル社が大正7年(1918)に、Jubilee

Numberl868-1918〃を編集・発行したのを訳したも

のを職のじぎく文庫〃で、神戸外国人居留地〃と題し

て出版された(1980％その中で兵庫開港(1968年)当時の

神戸の様子が説明してあるが摩耶山と神戸（現在の生

田神社付近）の間には非常にたくさんの野生の鹿力ざい

たと（(摩耶山上にも兆また摩耶山には野猿も多くいた

とある。こうなってくると奈良での本種が鹿の糞に多

くやってくることから摩耶山麓に多産したと言う記録

は事実なのかもしれない。現在の状況からは神戸市内

での糞虫類の採集は大変困難になって来ているが日本

鹿は県の中央部あたりではまだ割合いることだし（19

82年神戸市内の烏原貯水池畔で鹿が出没して新聞ダネ

になった。筆者も目撃したがどうも之は飼育されたも

のが逃れていたもの国ようである。また1983年2月26

日神戸新聞紙上では但馬，丹波，播州でニホンジカに

よる林業被害が著しいのでその対策をたてるため59年

度から3ヶ年計画で猟友会の援助を受けて前記3地域

の生息調査を行うことが大きく報じられている。同時

に毎年県下で狩猟により約2700頭のオスジカカ乱捕獲さ

れていると。シカの肉も売っているし、シカ肉のサシ

ミも結構おいしい)。またこのヤマトエンマコガネ石田

氏によると馬糞にも来ているようだし、三宅義一氏に

よると人糞にもくるようで（昆虫と自然， 5巻， 1号，

p.9-15,1970),そういった意味合からすれば県下の何

処かで棲息している可能性もあるわけで大変興味のあ

る種と言える。

産地：神戸[Harold,1874),摩耶山麓[Waterhouse,

1875〕。

生山(17,5-V-1956)｡神崎郡大山村〔西村,1954]･多可

郡三谷(1罰,1¥,15-Ⅸ-1974,13,2早早,29-Ⅸ-1974)。

相生市三濃山(17,6-V-1973)｡氷上郡〔山本,1958)・

出石郡出石町相野〔高橋,1963,1981〕･豊岡市妙楽寺〔谷

角， 1982〕･養父郡関宮町葛畑〔谷角， 1982〕。美方郡蘇

武岳〔村上,1959〕，村岡町耀山〔谷角,1982〕,扇ノ山〔湯

浅,1960,辻,岸田, 1972,高橋, 1981]。

IQOnfhophqgusjqponicus Harold, 1874

ヤマトエンマコガネ

HaroldによりLenz,Tuisonの採集品で記載された

種である。産地をはっきりと書いてないがLenzは18

74～1880年の間神戸に在留しその間甲虫類を採集した

人であるから当然この産地は神戸と言うことになると

考えられる(Abhandl.Nat・Ver.Bremen,iv,1874,p.

290入その翌年Waterhouseは、HiogoandOsaka.

AtthefootofMaiyasanithasoccurredingreat

plenty〃として本種を記録している(I.C.,p.76-77,1875)｡

Waterhouseの記録はG・Lewisの採集品によるわ

けで兵庫にしる大阪にしる多くいると言う記録は注目

しなくてはならない。両地共この記録以外現在に至る

までほとんど採集されていないと考えられる。本種が

分布しているのは本州では奈良の春日山と佐渡島ｶぎ知

られていた。奈良の春日山では戦前可成りたくさんい

た様である（故米谷正司氏が採集された本種の標本を

頂いて現在も保管している兆戦後、後藤光男，土井仲

治郎両氏のまとめられた、奈良県の糞虫〃 （大和の昆

虫, NQ3/4,p.36-47, 1966)の中でもﾞ奈良公園，春

日山，高円山等比較的広く分布する〃とされ当時はま

だいたように思われるが最近は非常に少くなったこと

は古くから奈良の糞虫に詳しい河野伊三郎氏も述べら

れていたが後藤光男氏も最近手紙でやはり可成り少く

なっていることを御教示下さった（減少の理由はよく

わからない兆佐渡島での産出状況に就いては全く知ら

ない。石田正明氏は秋田県の本種に就いて大変興味の

ある報告をしておられる （昆虫と自然， 3巻， 11号，

p.4, 1968, 4巻, 9号, p.16,1969)｡1978年実施された

環境庁の第2回自然環境保全基礎調査昆虫類の中で岩

手県でや、いると言う報告が出ていた。大体以上が筆

者が知り得た本種の日本での産地である。

分布は国外で朝鮮支那が知られている。 ところで神

戸市での本種であるが摩耶山麓に多産したと言う記録

は大変うれしいのだがはたしていたのかどうか大変疑

わしく少くとも記録が間違いないとすれば戦前のある

時期追加記録が出ていても不思議ではなく全く無いこ

Ⅳ､Onfhophqguslenzi Harold, 1874

カドマルエンマコガネ（図,7,14）

Haroldが記載した種である｡種名にあるLenz,'Iilison

が採集した甲虫類を研究して発表した論文の中におい

て識ありLenzは神戸に在留して採集をした人であるか

らはっきりと基本産地の明記は無いｶ神戸での採集品

であることは間違いない(Abhandl.Nat.Ver.Bremen,

W:290, 1874)｡Waterhouseは翌年､Nippon,Yesso.

Abundant〃と記録している (I°C.,p.75,1875)｡

本種の幼虫の図説とか生態に就いての報告は多くあ

る （芳賀昭治，新昆虫， 6巻， 2号, p.15-18, 1953.

水田国康， あきつ， 7巻， 1号, p.9-12, 1958．林長

閑， 1959)。

分布は広く北海道から九州まで対馬， トカラ中之島
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あたりまでに産し台湾，朝鮮，満洲，支那に及ぶ。

兵庫県下でも広く普通に産する種である。

産地：津名郡岩屋(1忽， 26-Ⅳ-1959)，津名町大町

〔堀田， 1974〕・洲本市〔堀田， 1959〕，安乎町〔堀田,19

74〕，山武牧場〔堀田， 1979〕・川西市大和，見野〔仲田

1978,1982]｡Hiogo[Harold,1874)･神戸市御影〔関，

1933〕，摩耶山〔増田,橋本,1941〕，烏原(1手,1-Ⅸ-193

7,3罰伊,4-Ⅵ-1938,1手,9-Ⅶ-1939,2忽罰,1￥,26-Ⅶ-

1938)，板宿,妙法寺,多井畑〔北村,1937〕，広野(1ex.，

25-Ⅶ-1955,5伊乳7早早,25-Ⅸ-1955)，押部谷町木見

(13,16-w-1980, 17,5-X-1980)｡加古川市加古川町

原(5exs.,1-W-1954)。加西市畑(13, 13-W-1974)｡加

東郡社町(17, 8-X-1972)｡神崎郡大山村(7翻罰,1f,

23-Ⅸ-1952） 〔西村,1954，高橋， 1981〕・ 多可郡三谷

(11ダダ,4￥旱,15-Ⅸ-1974, 2罰乳19-Ⅳ-1975,4訊訊

4早早,3-V-1975, 14駁畝,W,13-m-1975)b佐用郡上

月(1¥,3-V-1952),大撫山(3翻訊,W,15-m-1971)b

氷上郡〔山本,1952,1958〕，春日部村，黒井町,生郷村，

新井町，芦田町，神楽村〔足立,畑中,1955〕･出石郡神

美村〔北村,1937〕，出石町宮内〔高橋,1963,1981〕･豊岡

市内寿〔高橋,1975,1981〕・養父郡氷の山(4乎子， 27－

Ⅵ-1956, 3罰研,6早早,21-V-1958)[高橋,1959), 関
宮町葛畑〔谷角， 1982〕・美方郡湯村(4硯乳1旱,22-

Ⅶ-1952)〔高橋,1981〕，村岡町耀山，美方高原〔谷角，

1982〕，扇ノ山〔湯浅,1960,辻,岸田, 1972,高橋, 19

81〕。

-K-1974, 1ex.,13-W-1974)｡神崎郡大河内町川上(1e

x.,14-V-1977,4exs.,21-V-1977)｡佐用郡大撫山(1ex.,

15-Ⅸ-1971)｡宍粟郡音水(1ex.,20-W-1959),三室山

〔野村,1976〕・氷上郡〔山本,1958〕,黒井(1割,28-Ⅷ-19

50,YLYamamotoleg.兆城崎郡神鍋山〔原,1938)･養父

郡氷の山(3exs.,21-m-1958)(奥谷,1953,野村,1976,

高橋， 1981〕。

13．．nffDophqgusoce"qfopuncfofusWaterhouSe,

1875 アラメエンマコガネ

Waterhouseにより 執Hiogo.Seabeach.〃を産地に

記載された種である(1875)｡Lewisも蝋HiogoinAu-

gustl871,andonthesandhillsatHakodate〃 と記

録している。それ以外に兵庫県下での記録は残念な力ぎ

ら無い。瀬戸内側の海岸線が全く海浜と言う状況の所

が皆無となってしまった現在はたして本種がいるのだ

ろうか？ いるとすれば戦前まだ海浜の残っていた状

況下での上記記録以外の記録があってもと考えられる

力鍵一一。

淡路島とか県の日本海側の海浜あたりを探せばある

いはと言う期待はあるがどうも良くわからない種であ

る。

分布は本州，北海道となっている。本州の東北地方

の海岸の牛糞に来ると言う記録がある。全国的に海岸

線の破壊は著しく、 また牛・馬の特定の場所にしかい

ない状況下でこの種がどの様に分布しているのか大変

興味があると思う。

産地:Hiogo (Waterhouse,1875,Lewis,1895)

12. "OnfhophqgusnifidUs･ Vhterhouse,1875

ツヤマルエンマコガネ（図,14）

Waterhousにより 帆HiogoandNagasaki.Incarr-

ionandinbottlessetwithmeat"として記載された

種である (G.Lewisleg.,I.C.,p.78-79, 1875)｡

黒色で光沢ある種で原記載にもあるように腐肉に来

る性質をもっているので腐肉トラップを装置すると採

集し易い。分布は広く本州，佐渡島，伊豆諸島,四国，

九州，隠岐島，壱岐に産し、屋久島にはs"bsb."ん"s‐

""α"zfsNb加"ftZ,1976を産する。兵庫県下にも個体

数はそれ程多くない力ざ広く分布している種と考えられ

る。

産地：川辺郡猪名川町内馬場〔仲田， 1982〕・ 川西

市笹部〔仲田,1982〕’一庫〔柴内,1950)｡Hiogo(Wate-

rhouse,1875]・神戸市六甲山〔柴内,1950],摩耶山〔増

田,橋本,1941〕，烏原(1ex.,4-m-1974,1¥,27-W-1976,

4exs.,8－Ⅷ-1976,1ex.,13－Ⅵ-1980, 1ex., 9－Ⅷ-1980,

1￥,29-Ⅵ-1981)，有馬(1ex.,21-m-1978)。 明石市明

石公園(1ex.,12-m-1978)。多可郡加美町三谷(1ex.,29

14．onfhophdgusohbqyqshiNomura,1939

ナガスネエンマコガネ

野村鎭氏が大林一夫氏採集の広島県尾道産1欲2

早早を図入りで記載された種である (NipponnoKo-

chu, 3巻, 1号, p.35-37, 1939)b

ダの前雁節が長く発達していることが和名の由来で

ある。分布は本州と中支になっている。奈良では鹿の

糞の中に普通に見られると言われていて、人糞にもく

ると記録されている〔後藤，土井， 1966．三宅,1970〕・

兵庫県下では記録力罫大変少いが調査が不充分の種の

ようである。図説は原記載以外後藤氏(1955)，中根博

士(1963)のものがある。

産地：川西市一庫〔仲田， 1978,1982〕。氷上郡〔山

本， 1958〕，神楽村〔山本， 1952〕，柏原（1忽,25-Ⅷ-

1954,YYamamotoleg.)。
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Fig.5. クロマルェンマコガネOnthophagusaterWaterhouse,1875
10-V-1959,忽．体長: 10mm.神戸市山の街産

Fig.2.マメダルマコガネ

Panelusparvulus(Waterhouse,1874)

Fig.6.コフマルエンマコガネOnthophagusatripennisWaterhoLIse
l875左ざ1 10-VI-1969体良: 9mm.神戸I|j烏原産

右￥体長：8.5mm．

Fig.3.チビコエンマコガネ 3

Caccobiusunicornis (Fabricius,1798)

Fig.7.カドマルエンマコガネOnthophaguslenziHarold,1874
左、 J27-VI-1958.体長: 11,5mm，養父郡氷の山産

右， 伊15-Ⅸ-1974．体長: 11mm. 多可郡三谷産

Fig.4.左． ダイコクコガネCoprisochus(Motschulsky,186())
715-m1974,体長25mm多nl郡加美IH1三谷産

右． ゴホンダイコクコガネCoprisacutidesMotschuls

上〈訊下早13-m1975体長15mm 多可郡加美町三谷朧

､ネCoprisacutidesMotschulsky,1860

体長15mm 多可郡加美町三谷産
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季

〃

Fig.8. 、ソノコガネLiatongusphanaeoides(Westwood,1840)

養父郡氷ノ山産左3．体長: 10mm,右¥.体長： 9mm，

27Ⅶ 1958

Fig.1().ゴホンダイコクコガネ

ダイコクコガネ

分布概念図

○
●

Fig.9. アカマダラセンチコガネ

マメダルマコガネ

分布概念図

○
● Fig.11. ヒメコエンマコガネ ○

マヘカドコエンマコガネ●

分布概念図
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”

Fig.12. チビコエンマコガネ

クロマルエンマコガネ

分布概念図

Fig.14○
●

カドマルエンマコガネ

ッヤマルエンマコガネ

分布概念図

○
●

！

、●八

鞠
！

。
〃
。
『

。

Fig.13. コブマルエンマコガネ

フトカドエンマコガネ

分布概念図

Fig.15. マルエンマコガネ

ツノコガネ

分布概念図

○
●

○
●
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神戸市摩耶山の蛾類採集目録

岡村八郎

と理解されたい。はじめに、

六甲山の西部に続く摩耶山（標高約700m)は六甲

山系の中でも特にシイやアカガシの繁茂した暖温帯極

相林に包まれている。

私は1967～1969年の頃、南側にあるケーブル摩耶駅

（標高450m) とロープウェー山上駅（標高690m)及

び売店にある水銀灯、蛍光灯を拠点として、 日没より

最終発の21:00まで、それらに飛来する蛾を主に採集

した。 しかし以後ロープウェーは日没後の運行を中止

したので夜の採集を断念した。

1984年、 7月20日より8月末までは、 ロープウェー

が20:30まで運行すると聞き、 8月後半から夜の採集

を再開した。 しかし、 9月から11月20日まではロープ

ウェーの運行は19:00までで、 9， 10の2ヶ月は明か

るすぎるので採集をあきらめ、 11月は日没がほぼ18：

00なので18～19:00の間、数回採集を行った。 しかし

1985年からはロープウェーの運行は春、秋ともに18：

10までになり、冬期は更に早くなった。そのため今後

数年は摩耶山頂の夜間採集は夏季8月以外望めなくな

った。

摩耶山の蛾類については田中蕃氏力籔1966年に「神戸

市摩耶山に産する若干の蛾類｣､1967年に「神戸摩耶山

に産する大蛾類」として1961～1963年の立派な採集目

録を発表している。 （後尾、文献の部参照妬また遊磨

正秀氏が1973年に「六甲山地域の蛾類1， 11」として

摩耶山の蛾類を含めてまとめている。 （文献の部参照)。

しかし摩耶山はもとより、六甲山系に関する蛾の目

録がこの数年発表されたのを知らないので不充分なの

を承知で、私の現在までの採集標本の記録を簡単な形

で列記する。

講談社の「日本産蛾類大図鑑I、解説編」を参考に

して、なるべくその目次の順序に従ったが、小型の種

で不詳のものはどんどん割愛した。又数回にわけて記

載しては同好者をあきさせるので、科、亜科、種につ

いては和名を列記し、私が興味を持ったや、珍しい種

にのみ学名、データ、説明等をつけた。

なお前述の田中蕃氏の「神戸摩耶山に産する大蛾類」

にないものには○印、遊磨正秀氏の「六甲山地域の蛾

類I、 II」にないものには◎印をつけた。○、◎、又

は両印のついたものは両氏の記録をや、補足したもの

コウモリガ科

1． コウモリガ

ボクトウガ科

1．ゴマフボクトウ

ハマキガ科

1．ウストビハマキPandermischlorograpta

Megrik

マダラガ科

ミノウスバ亜科

1． ミノウスバ

ガル
ガ

タ
メ

ホ
バ

科
ガ
タ
ッ

亜
ル
シ
バ

ガ
タ
ロ
ス

ル
ホ
シ
ウ

タ
・
・
・

ホ
ー
２
３

マダラガ亜科

1．キスジホソマダラ

科
ガ

亜
ド

ガ
マ

ド
マ

マ
ジ

マ
カ

科
ジ
ア

ガ
カ
・

ド
ア
ー

マ

メイガ科

ノメイガ亜科

1．シロオビノメイガHymeniarecurvalis

Fabricius
J｡

2．オオキノメイガBotyodesprincipaMsLeecl

3． クロスジキンノメイガpleuroptyabalteata

Fabricius

Leech

4．ホソミスジノメイガPleuroptyachlorophanta

Butler

5． コブノメイガCnaphalocrocismedinalis

Guenee

6．フチグロノメイガPalatalantaussurialis
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シャクガ科

ホシシャク頑科

1．ウスバフユシャク

Bremer

7．ウスイロキンノメイガPleuroptyabrevipennis

Inoue

8． クロ診、リノメイガSyleptafuscomarginalis

Leech

9．モンシロルリノメイガUresiphitatricolor

Butler

10.モンキクロノメイガHerpetogramma

luctuosalisGuenee

11．マエアカスカシノメイガPalpitanigropunct-

alisBremer

l2・マメノメイガMarucatestulatisHUbner

l3･ クロスジノメイガTyspanodesstriata

Butler

l4・モモノゴマダラノメイガConogethespunctif-

eralisGuenee

アオシャク亜科

1．オオシロアヤシャク

○2． コアヤシヤク Pingasapseudoterpnaria

Guenee 27．Ⅷ. 1967.

3．オオアヤシャク

4．ウスアオシャク

○5．アシブトチズモンアオシャクAgathiacurvi-

finiensProut

6．カギバアオシャク

○7． ヒメカギバアオシャクMixochloravitata

Moore 27．Ⅷ、 1967.

○8．キマエアオシャクNeohipparchusrallata

Butler 3．Ⅷ、 1968.

○9． ヨツモンマエジロアオシャク Comibaena

procumbariaPryer l8．Ⅷ、 1984.

○10.クロモンアオシャク Comibaena

nigromaculariaLeech 26．Ⅵ、 1968.

○11． コヨッメアオシャク Comostolasubtiliaria

Bremer

○12．アカホシヒメアオシャク Comostola

rubripunctataWarren

フトメイガ亜科

1．オオフトメイガTeliphasaamicaButler

2．ナカアオフトメイガTeliphasaelegans

Butler

3．ナカムラサキフトメイガCraneophoraficki

Christoph

シマメイガ亜科

1．ウスオビトガリメイガ（へリグロトガリメイガ）

EndotrichaconsociaButler

ヒメシャク亜科

1 ．フタナミトビヒメシャク

○2．ナミスジチビヒメシャク Scopulapersonata

Prout 8．Ⅲ． 1984.

○3．モントビヒメシャク Scopulamedicaria

Leech 5．Ⅸ、 1967.

○4．ウスキヒメシャク IdaeabiselataButler

l．Ⅸ、 1968．

○5．オオウスモンキヒメシャク Idaea

imbecillalnoue

マダラメイガ亜科

1．マッノシンマダラメイガDyoryctriasylvest-

strellaRotjeburg

金
、
鐘
、

ノ
ノ

バ
ギ
ギ

ギ
カ
カ

カ
ヌ
ジ

シ
ギ
ス

科
カ
ス
ロ

ガ
ス
ウ
ク

く

ノ
。
。
・

ギ
ー
２
３

力

ナミシャク亜科

1． ノ､コベナミシャク

○2．ウスベニスジナミシャク Esakiopteryx

21．Ⅳ、 1968． volitansButler

○3．シロホソスジナミシャクMicrolygris

multistriataMoore l4．Ⅳ、 1968.

4．シロシタトビイロナミシャク

○5．ナカオビアキナミシャク Nothoporinia

トガリバガ科

1．アヤトガリバ

2．モントガリバ

3．ホソトガリバ

4．ナカジロトガリバ

5．ムラサキトガリバ

－38－



1987． NQ10てんとうむし327

ａＣ

て

記
Ⅲ
ｈ
こ
ａ

Ｃ
■
■
■
■
《

■
・
■
■
一

一

ｅ
Ｃ
“
通
ｈ
ｌ
ｉ
ｅ
ｒ

ｅ

》
睡
岬
》
岬
．
皿
函
岬
岬
塞
伽
、
此
撫

ｇ
Ｏ

駅
串
ｈ

Ｓ
ｒ
ｒ
Ｃ

加
川
・
柵
雌
ａ
ｅ

ｎａ

配
副
Ｄ
ｎ

ｘ
ｒｒ
Ｏ
Ｓ
ｅ

●
勺
■
▲
〈
叩
〉

肋
別
Ｏ
弧
ｐ
証
・
廻
虹
ｆ
・
函
恥
・
礎
Ｂ
ｉ

ｙ
ｅ

皿
守
Ｌ

ｒ
１
１
ａ
ｒ

山
Ｍ
ｅ
ｔ
ｘ
ｔ
ｅ

ｔ
ｕ
ｙ
・
喝
ｐ
ユ
ｍ
・
皿

企
１
ｔ
ｒ
ｌ

叩
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ａ
ｕ

Ｃ

Ｍ
岫
方
・
》
耽
唖
雌
輌
唖
畑
肺
趣

ｅｐ

Ｓ
．
ｍ
Ｓ
〆
ｙ

岨
ｈ

測
伽
ｍ
ｋ
ｎ

ｐ

け
伽
麺
》
〃
討
砂
》
乳
砿
〃
》
ク
栩
栩
〃
〃
鋤
砂
栩
・
》
催
舳
・
徹
珈
ク
珈
蠅
帥
伽

Ｓｕｅ

ａ
．
ｌ

ｒ

Ｃ

ａ

ヤ
ク

ク
Ｇ
ク
ャ
ヤ
ク
ク
シ
シ
ダ
シ
ク
ャ
鮒
ク
シ
エ
ャ
シ
シ
シ
シ
Ｍ
・

ダ
ャ
ダ
シ
シ
エ
．
ダ
・
函
エ
ロ
エ
シ
ダ
、
Ｊ
シ
・
エ
キ
ダ
エ
エ
エ
エ
ク
レ
李
李
剛
棚
ク
仙
伽
ダ
ャ
ャ
シ
閲
に
ヤ

シ
ク
シ
ヤ
ャ
ダ
、
家
Ｍ
シ
ク
ク
ャ
・
て
ク

ダ
エ
ダ
ャ
シ
ー
ャ
ダ
リ
シ
ダ
ダ
ダ
ダ

エ
シ
エ
ダ
ダ
メ
別
エ
伽
メ
シ
メ
ダ
エ
別
ダ
別
ゲ
マ
エ
マ
ジ
ロ
マ
ャ
多
ギ
ラ
Ⅲ
、
云
肌
俺
肌
一
関
掬
仰
帆
却
Ⅲ
傲
仰

ビ
ダ
バ
エ
エ
バ
的
ヅ
函
刈
州
”
乢
州
ね
刀
Ⅲ
嘩
川
腓
即
吋
伽
猷
洲
州
的
乢
〃
”
肌
却
侃
川
川
聞
Ⅲ
雲
嘩
川
灼
Ⅷ
川
紅

キ
ラ
牌
推
知
ｗ
Ⅷ
シ
血
的
タ
ミ
的
キ
キ
ノ
Ｘ
卜
Ⅷ
モ
シ
テ
ハ
ト
ス
ハ
エ
的
オ
ゴ
・
ベ
・
フ
Ⅱ
オ
Ⅲ
テ
オ
Ⅳ
マ
８
ブ
ッ

ー
ｒ
エ

マ
キ
ト
ク
ッ
ミ
開
シ
ｍ
Ⅸ
コ
ク
Ⅸ
ウ
マ
オ
別
オ
別
オ
モ
フ
ス
ウ
ナ
ク
チ
Ｘ
ニ
ウ
－
ニ
ー
シ
Ⅷ
チ
Ｍ
シ
フ
肌
獅
胤
先
君

エ
バ
ビ
ロ
マ
ヤ
・
ロ
エ
・
ガ
ロ
・
ス
エ
オ
・
オ
・
カ
ン
タ
ジ
ス
ミ
ロ
ャ
・
セ
ス
○
十
‐
ｒ
伊
モ
・
ャ
・
ｐ
１
ｒ

ｌ
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
０
１
２
３
４
５
６
尻
＆

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
Ｌ
２
３
４
５
６
凧
８
９
．
．
．
．
・
・
・

●
●

●
●
●
●

●

●
●

●
●
●

○
○
○
○
○
○
○
４
４
４
４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３

○
○
○
○
○
○
○
○

◆
。
■
ユ

ｒ

ｎ
ｅ
ｅ
Ｓ

Ｓ
ｒ
ｅ

ｍ
Ｘ
ｅ
ａ

唖
〆
ｎ
ｍ
ｒ

ｕ

Ｓ
ｅ
（
ｕ

（
】
巳
）

●
一
一
０
△
。
■
■
■
▲
●
勺
■
▲

０
ａ
Ｏ
ａ
Ｏ

Ｓ
ｒ

ｎ
５
ａ

４
凸
ｅ
・
ｌ
ｅ
Ｓ
・
１
位
ｕ
Ｂ
Ｃ
ｅ
ｒ
ｉ．、ａ

伽
蜘
伽
・
麺

９

勺
、
ｙ
麺

口
１
ａ

Ｄ
ｄ

ａ

．
、
ｒ
ｎ
ｐ
Ｄ
皿
印

ｅ
ａ
ｕ

Ⅲ
、
ｔ
ク
Ｇ
Ｅ
ａ
Ｘ
枕

ｔ
ｔ

ｐ・
Ｓ
ａ

Ｏ
ヤ
０

８
伽
．
ｙ
シ
ク
ク
ク
血
ク
ｈ

ｌｐ

ｔ
船
ク
Ｔ
ミ
ヤ
ヤ
ヤ
、
ヤ

皿
ク
的
ャ
ク
ナ
シ
ク
ク
シ
ク
シ
ｅ
ク
シ

Ｈ
ャ
・
シ
ク
ヤ
ロ
煙
ミ
ヤ
ャ
ミ
ャ
ミ
ヤ
ミ

シ
Ⅳ
ミ
ヤ
シ
ジ
”
ナ
シ
シ
ナ
シ
ナ
・
シ
ナ

姐
ミ
・
ナ
シ
ミ
カ
Ｍ
オ
ミ
ミ
オ
ミ
バ
開
ミ
ジ

軍
ナ
Ｍ
タ
ミ
ナ
ナ
ａ
オ
ナ
ナ
オ
ナ
カ
岨
ナ
ス

●
皿
馴
歓
附
叶
歓
如
荊
剛
帰
ド
マ
ラ
バ
ン
・
キ
ビ

ー

ー
ジ
シ
カ
テ
Ⅳ
キ
ト

●
。
■
ユ

ロ
ト
ガ
ト
ロ
・
ン
夕

畑
打
川
荊
細
川
妨
沖
・
睡
湘
ビ
フ
キ
ソ
ク
岨
モ
フ

○6．

７
８○

●
●

９
帥

○11.

12．

13．

14．

15．

○16.

17．

○18.

ａ
・
１
ａ
ａ
Ｓ

ｔ
ｒ
ｒ
ｉ
ｕ

ａ
・
堰
鴎

ａ
ｅ

狂
ｔ
ｋ
ｅ
ｒ
ａ

ａ
ｅ
・
皿
ａ
ｅ
ｍ証ｅ

皿
釧
ｎ
ｖ
ｉ

ｒ
ｅ
ｂ

・
１
ｎ
ｌ
Ａ
、
咽
・
ｍ

ｇ
ｅ
ａ
印
ｍ
Ｗ
ｍ
Ｌ

・
呼
伽
・
岬
吋
仙
皿
曲

証
で
Ｌ

ｐ

ク
血
ｐ
即

ｅ
ｅＰ

Ｐ
ａ
Ｓ
ヤ
副
ｉ
ｈ

ｔ

ケ
／
ａ
Ｏ
ｐ
ユ

ャ
ク
ク
ｒ
〃
け
獅
伽
ク
ク
航
・

ク
ク
シ
ヤ
ヤ
ク

ャ
ャ
ダ
シ
シ
ク
シ
シ
エ
ク
ャ
ャ
伽
捌
ク

シ
シ
エ
ダ
ダ
ャ
ダ
ダ
リ
ク
ヤ
シ
シ
－
ヤ
ク
ク
ャ

却
却
湘
一
が
醒
仰
涯
嘩
群
、
赤
い
抑
却
却
〃
Ⅲ
仰
、
券
、
奔
仰
舶

科
ラ
ン
オ
ダ
シ
エ
ス
オ
ッ
ダ
多
エ
マ
ロ
シ
ー
エ
ダ
ダ
エ
蛆

亜
ダ
モ
オ
マ
ラ
ス
ミ
タ
ロ
エ
旬
ビ
ヅ
ク
ダ
ー
モ
エ
エ
キ
・

ク
マ
ウ
フ
ゴ
ダ
ウ
バ
フ
シ
リ
下
オ
リ
キ
エ
ｓ
ク
シ
キ
フ
Ⅳ

ヤ
ウ
ョ
ロ
オ
マ
カ
ス
ト
ン
グ
月
ス
グ
ト
バ
錘
ス
カ
マ
ナ
・

シ
ユ
ヒ
ク
オ
ゴ
ナ
ウ
フ
モ
エ
８
ハ
エ
ソ
カ
３
ウ
ス
ッ
コ
鮒

ダ
．
・
・
・

エ
ー
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅷ
皿
岨
過
Ⅲ
砺
陥
Ⅳ
肥

○
○

○

○

－39－



1987． NQ10 てんとうむし328

Bremer&Grey キイロスズメ

ビロードスズメ

ォォスヵシパ

ホシヒメホウジャク

1rroratarlaBremer&G1

1ダ‘ 20.Ⅶ‘ 1968．

○49． クロズウスキエダシャク Lomographa

simpliciorButler

50.ホシミスジエダシャク

○51． ヨモギエダシャクAscotisselenaria

Denis&SchiffermUller

０
０
６
０

０
１
２
３

１
１
１
１

シャチホコガ科

1．ハガタエグリチャチホコ

2． クビワシャチホ．

3．ルリモンシャチホコ

4．ホソバシャチホ．

5． タカサゴツマキシャチホコ

6．モンクロシャチホコ

7．セダカシャチホ．

8．アオセダカシャチホコ

○9．ヘリスジシャチホコNeopheosiafasciata

1ex、 30．Ⅶ. 1969．ケーブル山上駅Moore

ケーブル山上駅にて

○10.ムラサキシャチホコUropyiameticulodina

OberthUr

1ex. 2.Ⅷ． 1968. ケーブル山上駅にて。

11．モンクロギンシャチホコ

12．ツマアカシャチホコ

13． ウスイロギンモンシャチホコ

14．オオネグロシャチホコ

15． クロシタシャチホコ

16．アオバシャチホ．

17．ギンシャチホコ

18．ヤスジシャチホコ

S'9ｴゾギﾝﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Spataliajejoensis
Wileman&South Wileman&

1罰． 18．Ⅷ． 1984．ロープウェー山頂駅にて。

6km東の六甲山頂附近にはブナ、 イヌブナの原

生林がある。

○20．オオトビモンシャチホコ Phalerodonta

manlegiLeech

21． ヒメシャチホコ

○22．スズキシャチホコ Suzukianacinerea

Butler

キド

◎

科
モ
し

キ
ハ
多

ド
ゲ
に

モ
ア
Ⅷ

ハ
・

ゲ
ー

ア

イカリモンガ科

1 ． イカリモンガ

、

、

ノ

ノ

レ
ハ
レ
ハ

カ
レ
カ
レ

ギ
カ
ゴ
カ

科
ヌ
ケ
ン
ッ

ガ
ク
タ
リ
マ

一
ｎ
℃一

″
ケ
●
●
●
●

レ
ー
２
３
４

力

オビガ科

1 ．オビカ

ヤママユガ科

ヤママユガ亜科

1． シンジユサン

2．ヤママュ

3．オオミズアオ

4． クスサン

○5．ウスタビガRhodiniafugaxButler

エゾヨツメ亜科

1．エゾヨツメ

スズメガ科

1 ．エビガラスズメ

○2． メンガタスズメAcherontiastyxWest.

wood

3． クチバスズメ

4． トビイロスズメ

5．ホソバスズメ

6．モモスズメ

7．サザナミスズメ

8．シモフリスズメ

9． クルマスズメ
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カバスジヤガ

オオバコヤガ

ウスイロアカフヤガ

シロモンヤガ

ノ、コベヤガ

キシタミドリヤガ

カギモンヤガ

ウスイロカバスジャガ

○7． ミノモマイマイ

○8．カシワマイマイ

9．キドクガ

○10.エルモンドクガArctornis

25．Ⅷ、 1984.

11． ドクガEuproctissubflava

●
●
●
●
●
●
●
●

４
５
６
７
８
９
皿
皿

I.nigrum

Muller

Bremer

ヒトリガ科

コケガ亜科

○1．マエグロホソバConilepianigrocosta

l5．Ⅸ、 1967. Leech

2．スジベニコケガ

3． ヨッボシホソバ

4．ベニヘリコケガ
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ヒトリガ亜科

1．スジモンヒトリ

2． クワゴマダラヒトリ

3．シロヒトリ

4．ベニシタヒトリ

ヤガ科

ウスベリケンモン亜科

1．ウスベリケンモン

2．キバラケンモン
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セダカモクメ亜科

1．テンスジキリガ

S2ｷﾏｴｷﾘがHemiglaeacostalis
17．Ⅲ、 1984． Butler

○3．ホシオビキリガConistraunimacula

2exs. 17．Ⅲ． 1984． Sugi

S4ｷﾄガﾘｷﾘかTelortaedentataLeech
l研． 26．m、 1967．

訊訊． 8．Ⅲ、 1984．

○5． ノコメトガリキリガTelortadivergens

l研． 16．m、 1967． Butler

○6．アオバハガタヨトウAntivaleriaviridimac-

1罰． 29．Ⅸ、 1967. ulaGraeser

S7 ,､ｲｲﾛｾダｶﾓｸﾒ Cuculliamaculosa
1平． 10.m. 1967. Staudinger

Saｹﾝﾓﾝﾐドﾘｷﾘが(ﾐドﾘｹﾝﾓﾝ）

ガ
Ｘ
ガ
Ⅷ
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○
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Helicoverpaarmigera

l967・ Hubner

HeliothisfervensButler

l967．

モンヤガ亜科

1． タマナヤガ

2．カブラヤガ

3． クロクモヤガ
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DaseochaetaviridisLeech

2罰． 8．m、 1984． ロープウェイ山頂駅にて。

S9ﾎｿパﾊｶﾀﾖﾄｳMagenephriafunestra
1ダ． 10.m. 1984. Leech

ロープウェイ山頂駅にて。

○10．アヤモクメキリガXylenafumosaButler

l7．Ⅲ． 1984.

SuスギﾀﾆﾓﾝｷﾘｶSugitanialepida
1ex. 17.m、 1984. Butler

○12．ヘーネアオハガタヨトウ IsopobiahOenei

4exs、 8.m． 1984. Boursin

ロープウェイ山頂駅にて。

S1aオオ'､ｶﾀﾖﾄｳBlepharitamelanodonta
1早． 4．Ⅲ､1985． Hampson

3． リュウキュウキノカワガ

4．キノカワガ

リンガ亜科

g'ﾐドﾘﾘﾝがClethrophora
l伊． 30．Ⅷ、 1984. ’

ロープウェイ山頂駅にて。

2．ギンボシリンガ

distincta

Leech

コヤガ亜科

1．ウスアオモンコヤガ

2．フタトガリコヤガ

3．ニセシロフコヤガ
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カラスヨトウ亜科

1．シロホシキシタヨトウ

2．ウスキシタヨトウ

3． クロモクメヨトウ

4．シロスジアオヨトウ

5．モクメヨトウ

6．ハスモンヨトウ

7． ヒメサビスジヨトウ

8．シロモンオビヨトウ

9．オオシマカラスヨトウ

10．カラスヨトウ

11．シロスジカラスヨトウ

12．オオウスヅマカラスヨトウ

○13．モンオビヒメヨトウDysmilichiagemella

l罰． 15．Ⅸ、 1967． Leech

○14．ムラサキツマキリヨトウCallopistriajuventina

l罰． 5．Ⅸ、 1967． Stoll

○15． ヒメツマキリヨトウCallostriaduplicans

l畝． 3．Ⅷ、 1968． Walker

16． コマルモンシロガ

○17．ハジマヨトウBambusiphilavulgaris

3．Ⅷ． 1968． Butler

○18．アミメツマキリヨトウCallopistriaaethiops

26． V、 1968． Butler

S'9'､ﾙﾀギﾝかChasminodesalbonitens
Bremer

S20キスジｳｽｷﾖﾄｳArchanarasparganii
Esper

フサヤガ亜科

1．フサヤガ

2．ナンキンキノカワガ

朕

シタバガ亜科

○1．オニベニシタバCatocaladulaBremer .

○2．シロシタパCatocalaniveaButler

l平． 29．Ⅶ、 1967． ロープウエイ山頂駅にて

SaｶバﾌｷｼﾀパCatocalamirificaButler
1早・ 16．Ⅷ、 1984． 1早． 18．Ⅷ． 1984．

1￥、 9．Ⅷ、 1985． 3頭ともにロープウェイ

山頂駅にて。

4．マメキシタバ

5．アミメキシタバ

6．キシタパ

7． コガタキシタバ

SaｸﾛﾓﾝｼﾀパOphiusatirhacaCramer
1f. 10.Ⅸ、 1967.ロープウェイ山頂駅にて

○9． コヘリグロクチバ（コヘリグロシタバ）

OphiusaolistaSwinhoe

10・ムラサキアシブトクチバ

11．オオウンモンクチバ

12．モンムラサキクチバ

13．フクラスズメ

14． ノ､グルマトモエ

15．カギバトモエ

16．オオトモエ
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おわりに

目録の発表には学名を列記するのが常識であるが、

肉体的、時間的な限界を感じたこともあり、 まことに

雑に和名を並べて汗顔のいたりである。

少壮の学者である田中蕃氏、遊磨正秀氏の記録に対

し、私が数十種を加えたといさ、か自負はしたが、私

の少ない経験から見ても蛾の飛来状況は年毎にかたよ

りがあり、田中氏が数十種を得られた月、 日でも他の

年には別のグループの蛾が優勢となり、田中氏の得た
蛾が一頭も見られず、彼の見なかった蛾を私が得るこ

とも当然である。

又私の標本の大半は十数年以前のものであり、参考

とした田中、遊磨氏の目録も古いものであり、その後

のを私の浅学から知らないので新人の参考には不十分

なので申しわけない。将来時間が許せば1980年以後の

六甲、摩耶山の記録を集積したく同好者の御協力をお

願いします。

いろいろ御指導、同定、 コピーを頂いた田中蕃氏、

遊磨正秀氏、他諸兄に感謝申し上げるとともに、本誌
の諸兄からも御叱正、御指導頂くことを希望します。

1985年12月

クチバ亜科

○1． ヒメクビグロクチパLygephilarecta
Bremer

○2．カクモンキシタ（Chrysorithrumamatum

Bremer&Grey

○3．アカキリバAnomismesogonaWalker

4．オオエグリパ

5．アカエグリバ

Saﾋﾒｱｹピｺﾉ'､ OthreisfulloniaClerk
l旱． 10．Ⅸ、 1967． ロープウエイ山頂駅にて

7．アケビコノノ、

8．ルリモンクチバ

9．アカテンクチバ

○10.ハガタクチバ（オオシラフクチ（）

DeddalalucilaButler

○11．ナカジロシタパAedialeucomelasLinnae-
us

12．マダラエダリバ

○13．オビマダラアツ（Raparnaroseata

Wileman&South

14． クロキシタアツパ

15． コウンモンクチバ

○16．オオアカキリバAnomiscommodaButler

浮身P山素洵風
アツパ亜科

S'"ﾎｼﾑﾗｻｷｱﾂパBomolochanigrobasalis
Herz

2．ヤマガタアツバ

字へ
‐

クルマアツバ亜科

S'､ﾅﾏｶﾘｱﾂ'･ Hadenniaincongruens
Butler

S2ｼﾛﾃﾝﾑﾗｻｷｱﾂパParacolaxpryeri
Butler

○3． トビスジアツバHerminiatarsicrinalis
Knoch

S4ｵビﾏダﾗｱﾂバRaparnaroseata
Wileman&South

〃
イ
ー
ー

;9恥換

言御山頂

ま尭黙1午”'吟〉

トラガ科

1．ベニモントラガ

2． ヒメトラガ

押
令

ｹｰﾌ彦下
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兵庫県の山地性ｵｵｳﾗギﾝヒョウモンについて(111)
幼虫の食草嗜好と行動についての観察

近藤伸一

のはどのスミレか、又は残ったスミレだけで順調に成長

するのか等を観察した。

飼育箱を用いた実験では縦37cm、横32cm、深さ27cIIl

の段ボール箱に土を2cmの厚さに入れ、箱の四方にそ

れぞれ10cm×15cmの窓をあけてネットでふさぎ、明りと

りと通気孔とし、上部もネットで覆った。

箱の中には数種類のスミレの葉を各10枚ずつ、水を入

れたフィルムケースにさしこみ、並べ、幼虫を放した。

スミレの葉が食べつくされないよう定期的に葉を補充

し、幼虫が食べた葉の枚数を数え、 どの種類のスミレ

を好んで食べるか観察した。

食べた量は枚数で表わしたが、スミレの種類によっ

て葉の大きさが異なり、 また食べられ方も1枚食べつ

くされるとは限らないため、約6“を1枚に換算した。

調査に使用したスミレは兵庫県内に特に多く分布し

ている次のものを使用した。

はじめに

オオウラギンヒョウモンの幼虫に、数種類のスミレ

類を同時に与えて、食草嗜好性について比較調査した

実験に用いたスミレ類のうち無茎種(5種)については

好みの差はあるもののすべてを食べ、有茎種(3種)で

はニョイスミレは好んで食べたが、残りの2種は他の

スミレ類と同時に与えるとほとんど食べないことが判

明した。また幼虫の飼育の過程で、注目すべき行動に

ついて知ることが出来た。

この観察にあたり、スミレ類を同定していただいた

三木順一氏、文献等ご教示下さり、有益な助言をいた

だいた広畑政己氏に厚く御礼申し上げます。

1．採卵

観察に用いた幼虫は、 1983年9月23日兵庫県養父郡

関宮町東鉢伏で採集したオオウラジンヒョウモンから

採卵し、孵化したものである。母蝶は、 1983年9月24

日から、 11月9日にかけて、最高1日159卵､総計1,776

卵産卵した。

無茎種

スミレ (Violamandshurica)

アリアケスミレ (Vlbetonicifolia)

ノジスミレ (Vyedoensis)

シハイスミレ (Mviolacea)

コスミレ (Vjaponica)

有茎種

タチツボスミレ (V;grypoceras)

ニオイタチツボスミレ (Yobtusa)

ニョイスミレ (VIverecunda)

II．越冬

上記の卵の一部を、スミレ、アリアケスミレ、パン

ジーを混植した植木鉢に入れ、上部をネットで覆い、

翌春まで屋外の日陰で管理した。卵は11月から孵化を

はじめた。越冬幼虫は4月末になるとスミレの食痕が

目立つほど活動をはじめた。

2．観察

植木鉢､飼育箱は午前中日光が差し込み､午後は日
陰となる自宅（神戸市西区岩岡町）裏庭におき、観察

は1984年5月20日から1984年8月5日まで行った。

1I1．食草嗜好調査

1．観察方法

観察方法は次の通りである。植木鉢を用いた実験で

は、直径29cm深さ25cmの素焼の植木鉢に士を上部5cm

残して入れ、数種類のスミレを植え、上部に10cmの空

間を作るようにネットで覆う。この鉢に幼虫を放し、

どのスミレが先に食べられるか、先に食べつくされる

観察A

1984年5月20日若～中令幼虫15匹亜終令幼虫1匹

計16匹を図(A)のように6種のスミレ類を植えた鉢に放
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約40枚の葉が残っている。終令幼虫2匹、亜終令幼虫

3匹が生存していた。

した。

5月27日 スミレM3株のうち2株の新芽はすべて

食べられ、残った株も食痕が多い。ニョイスミレ(V)、

ノジスミレ(Y)、アリアケスミレ(B)も食痕はかなりあり、

ニオイタチツボスミレOには食痕が少しあり、 タチツ

ボスミレOは食痕なし。

6月1日 スミレ、ニョイスミレ、 ノジスミレ、ア

リアケスミレは葉も残り少なくなったが、ニオイタチ

ツボスミレ、 タチツボスミレには新たな食痕なし。

6月2日エサが不足しはじめたのか、 タチツボス

ミレに5ヶ所食痕があらわれるが、ニオイタチツボス

ミレは新たな食痕なし。 1匹が終令幼虫となり、亜終

令幼虫もあらわれる。

6月6日 タチツボスミレの株は約半分が食されて

いるがニオイタチツボスミレを食べた形跡なし。その

他のスミレ類はすべて食べつくされた。

6月30日 タチツボスミレの株はほとんど食べられ

て、古い葉が3枚残り、ニオイタチッボスミレの株は

湾ほどが食べられ、残った葉は10枚。亜終令幼虫1匹

死亡、 3匹がかなり衰弱していた。

中令、亜終令幼虫が過密な状態で、食草の量が少な

いと、 まずスミレを好み、ニョイスミレ、シハイスミ

レ、アリアケスミレ、ノジスミレもよく食べた。これら

のスミレがなくなってからタチツボスミレを食べ始め

たが、タチツボスミレを食べる量は少なかった。
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中令幼虫が過密の状態で、食草の量が少ないと、ス

ミレ、ニョイスミレ、アリアケスミレ、ノジスミレは

一様によく食べるが、これらのスミレがある間はタチ

ツボスミレ、ニオイタチツボスミレを食べず、なくな

るとタチツボスミレから食べ始め、ニオイタチツボス

ミレを最も好まなかった。タチツボスミレ、ニオイタ

チツボスミレだけになると幼虫の成長は悪くなった。

r● M:スミレ

B:アリアケスミレ

Y:ノジスミレ

Ⅵ：シハイスミレ

G:タチツボスミレ

V:ニョイスミレ

B

GM

Vi
M

V

観察B

観察C1984年5月26日 中令幼虫5匹亜終令幼虫8匹計13

匹の幼虫を図Bのように6種のスミレ類を植栽した鉢

に放した。

6月3日 スミレ側が一番多く食され、次いでニョ

イスミレ(V)、シハイスミレ(Ⅵ)、 アリアケスミレ⑧、

ノジスミレ(Y)の順に食痕が多い。タチツボスミレ(G)は

4枚の葉に僅かに食痕が認められた。

6月7日 スミレは1株が食べつくされ、残りの1

株のスミレとシハイスミレ、アリアケスミレ、 ノジス

ミレもよく食べられ、葉は残り少なくなった｡ ､タチヅ

ボスミレの食痕が1ヵ所ふえる。

6月10日 タチツボスミレ以外のスミレ類は食べつ

くされる。終令幼虫があらわれた。

6月30日 タチツボスミレの株も約形ほど食べられ、

6月30日観察Bのタチツボスミレを食べていた終

令幼虫2匹を(図C)の飼育箱に放す。地面には(図C)

のように5種類のスミレ類の葉を各10枚ずつ並べ、毎

夜食された葉の枚数を数えた。

7月1日 スミ．し5，アリアケスミレ3，ニョイス

ミレ1、タチツボスミレ÷、ニオイタチツボスミレ0．

7月2日 スミレ4，アリアケスミレ2÷､ニョイス

ミレ1、タチツボスミレO、ニオイタチツボスミレ0．

7月3日 スミレ4，アリアケスミレ4、ニョイス

ミレ3、タチツボスミレ0、ニオイタチツボスミレ0。

ある期間タチツボスミレだけを食べていた終令幼虫

－47－
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を広い、常にスミレ類の葉がある状態におくと、スミレ、

アリアケスミレ、ニョイスミレ、の順に好み、タチツ

ボスミレは初日÷枚食べただけで、ニオイタチツボス

ミレは食べなかった。

終令幼虫を放し、毎日食べたスミレの葉の枚数を数え

た。 6月7日から6月13日までの7日間に幼虫が食べ

たスミレの葉の枚数は次のとおり。

(a)E1 ニョイスミレ10-音スミレ6 アリアケスミ

レ3 タチツボスミレ会図C

M B
M:スミレ

B:アリアケスミレ

V:ニョイスミレ

G:タチツボスミレ

O:ニオイタチツボスミレ

E2' シハイスミレ10アリアケスミレ5音タチツ
D H

ボスミレ食痕ニオイタチツボスミレ0

V

E3 スミレ9 コスミレ9 アリアケスミレ8音

ノジスミレ5

G 0

ニョイスミレ、スミレ、 コスミレ、シハイスミレを

好み、次いでアリアケスミレ、 ノジスミレを好んだ。

タチツボスミレ、ニオイタチツボスミレは好まなかっ

た。 、
観察，

E1 E2 E3

3つの鉢に有茎種のタチツボスミレ、ニオイタチツ

ボスミレ、ニョイスミレの3種をそれぞれ植栽し、若

令幼虫をそれぞれの鉢に2匹ずつ放す。 （6月3日）

V M G Vi M B

(a)タチツボスミレの鉢

7月18日食痕多く見られ中令幼虫1匹確認

7月26日幼虫の大きさは12mmとほとんど成長しない。

8月5日幼虫死亡確認
B G B O Y J

(b)ニオイタチツボスミレの鉢

7月18日食痕は認められるが幼虫確認出来ず。

その後も幼虫の姿を確認出来なかった。

V:ニョイスミレ

G:タチツボスミレ

O:ニオイタチツボスミレ

Y:ノジスミレ

M:スミレ

B :アリアケスミレ

Vi:シハイスミレ

J :コスミレ(c)ニョイスミレの鉢

7月14日 1毎羽化（小型前翅長28mm)他の幼虫は

確認出来なかった。

審擦F

1種類のスミレだけで飼育した結果、 タチツボスミ

レだけを食べても約60日間生存したｶｮ、終令には至ら

ず、ニオイタチツボスミレでは、早い時期に幼虫が確

認出来なくなった。ニョイスミレを食べた幼虫は大変

小型ではあった力苛、 1〔7'羽化し、食草となり得ること

がわかった。

6月29日図Fのようにスミレ類の葉を配置した飼

育箱に終令幼虫を7匹放す。 7月5日までに食べたス
ー､ヘーー

ミレ類の葉の枚数は表Iのとおりであり、スミレを特

に好み、ニョイスミレ、アリアケスミレも食べた。ニ

オイタチツボスミレは好まずタチツボスミレは食べな

かった。

観察E

観察G

7月8日図Gのようにスミレ類の葉を配置した飼育図E1～E3のようにスミレ類を配置した飼育箱に
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ロ

箱に終令幼虫3匹放す。 7月16日2匹前踊、 7月17日

1匹前蠕となったため、終令幼虫を7月16日1匹、 7

月18日2匹追加して放した。

7月19日まで各時間単位で食べたスミレ類の葉の枚

数を示したのが表IIである。スミレを好み次いでノジ

スミレ、アリアケスミレ、その次にニョイスミレの順

に好み、 タチツボスミレは好まず、ニオイタチツボス

ミレは食べなかった。

3． まとめ

(1)スミレを最も好んでたべた。

(2)ニョイスミレ、アリアケスミレを第2に好んだ。

(3)ノジスミレは上記3種よりやや劣る。

(4)コスミレ、シハイスミレは実験回数が少なかったが

かなり嗜好性は高いようである。

(5)タチツボスミレは好まれず、ニオイタチツボスミレ

はほとんど食べなかった。

(6)母蝶の採集地である東鉢伏には、スミレ、 タチツボ

スミレが特に多く、スミレが食草となっていること

は確実であるが、 タチツボスミレが二次的食草とな

っている可能性はほとんどない。

(7池の産地では、スミレが一次的食草に、ニョイスミ

レ、アリアケスミレが二次的食草になっている可能

性は高い。

(8)シハイスミレも好んで食べるが、本種はうす暗い林

床に分散して生えており、オオウラギンヒョウモン

の生活空間とは異なった環境であるため、食草とは

なり得ない。

観察H

7月19日から7月23日にかけて同様の実験を行う。

スミレ類の配置は図H、放した終令幼虫は3匹、その

結果は表IⅡのとおりで、スミレ、ニョイスミレ、アリ

アケスミレ、 ノジスミレ、シハイスミレ、の順に多く

の量を食べ、タチツボスミレ、ニオイタチツボスミレ

は食べなかった。

図
Ｆ

図
Ｇ

図H 表III

表I

Ⅳ、幼虫の行動について

段ボール箱の中での観察ではあったが、オオウラギ

ンヒョウモンの幼虫が食草を食べるのは明るい時間帯

に限られていた。表II,表IⅡの※欄にもその事実が表

れ、夜間はほとんど摂食していない。次に観察G、H、

における幼虫の行動について記す。

観察

7月8日

20時OO分終令幼虫3匹ダンボールの壁の上部で静

－49－
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8時00分2匹壁で静止。

18時00分1匹壁で静止、 1匹は地面をはっている。

19時09分1匹はネットに1匹は壁で静止。

20時00分ネットの幼虫の位置は少しずれているが

壁の幼虫は同じ位置。

21時00分2匹とも同じ位置。

22時00分2匹とも同じ位置。

7月22日

2時0O分ネットの幼虫の位置は少しずれている。

壁の幼虫は同じ位置。

4時00分2匹とも同じ位置。

7時00分ネットにいた幼虫が地面に。ニョイ,スミ

レをすでに2枚食べている。壁の幼虫は

同じ位置で静止。

9時00分2匹とも地面におりている。

20時00分1匹はネットで、他の幼虫は壁で静止。

7月23日

6時00分ネットの幼虫は昨夜と同じ。壁にいた幼

虫は地面におり、スミレを食べている。

止。 1匹はふたをしたネットに沿って

体の方向は水平、他の2匹は頭部を上

に体は垂直方向。

7月9日

5時30分周囲は明るくなっており、青空もみえる。

幼虫は昨夜の位置と少しずれている。

食草は昨夜のままで、食べられていない。

6時00分上記と同じ位置で静止。

6時30分上記と同じ。

7時00分箱の中に朝日がさし込んでいる。 1匹は

同じ位置で静止他の2匹は地面におり、

1匹はスミレの葉の上、他の1匹はノジ

スミレを食べだす。

7時40分3匹とも地面、 1匹はスミレの葉を食べ

1匹はノジスミレの葉上で静止、残りの

1匹は地面をはっている。

23時00分2匹はネットのふたにはりついている。

他の1匹は壁の上部で静止。

7月10日

7時00分1匹は壁で静止、他の2匹は地面におり

ている。土の上に1匹、スミレの葉の裏

に1匹。

22時00分3匹とも壁の上部、体を垂直方向に向け

て静止。

7月11日

6時00分地面に1匹おりているd他の2匹は壁に

静止したまま。

7月12日

6時20分地面に1匹、壁に静止2匹。

7時00分地面に1匹、壁に静止2匹。

19時30分雨が降っている。幼虫はネットのふたに

3匹とも静止している。

7月15日

5時40分地面に1匹。スミレを食べている。 2匹

はネットに静止。

7月19日

7時00分地面に2匹。 うち1匹はスミレを食べて

いる。 1匹は壁に静止。

8時40分3匹とも地面に、 うち2匹はスミレの葉

上。

7月20日

7時00分地面に1匹。ニョイスミレを食べている。

他の2匹は壁に静止。

7月21日

6時00分1匹壁で前蛎となる。 2匹は壁で静止。

観察した7月中旬は、 日の出が4時50分ごろ、 日の

入りは19時10分ごろであったが、飼育箱の中は四方に

窓があるものの箱の外よりはかなり暗かった。幼虫は

明るくなると夜間の休止場所から地面におり、スミレ

を食べたり休息したりして、ほとんどの時間は地面に

いたが、 日が暮れると壁に登り頭部を上にし、体を垂

直方向にして休止するか又はふたのネットにはりつい

て休止した。夜間はほとんど活動せず、朝までほぼ同

じ場所で静止していた。

野外における幼虫の行動についての考察

自然状態におけるオオウラギンヒョウモンの幼虫の

行動は、観察出来なかったが、飼育時に観察したよう

に、終令幼虫は昼間は地面で活動し、夜間は背の高い

草やかん木に登って休止しているものと推定出来る。

幼虫が壁で静止する姿勢はほとんどの場合頭部を上に

して、体を垂直方向に向けていることも、野外におけ

る夜間の休止状態を暗示している。

幼虫の夜の天敵は地面をはい回ってエサを求める夜

行性の動物や捕食昆虫であろうが、幼虫は地面から離

れることにより、 これらの敵から身を守ることが出来

る。一方昼間は空を飛ぶ鳥や蜂類が敵となろうが、上

部を草やかん木で覆われていれば、幼虫は地面にいる

方が安全であろう。

今回飼育したオオウラギンヒョウモンの産地は、草

－50－
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西播磨の蜻蛉（Ⅳ） サナエトンボ科

相坂耕作
はじめに

oキイロサナエ

Gomphuspryeri SELYS

前種同様サナエトンボ科では大型種。外形はヤマサ

ナエに大変似ており、 またヤマサナエと混生している

ことが多いので、同定誤りの可能性もある。

〈採集例＞

竜野市竜野町北竜野1g'W27-V-1965 col.相坂

姫路市六角 W30-V-1980 col.相坂

兵庫県の南西部に位置する西播磨地方は千種川、揖

保川、夢前川、市川など大きな河川が流れ、溜池等も

適当にあり、蜻蛉の良い生息地となっている。

しかし最近は都市化の影響により、減少している蜻

蛉も少なくない。

筆者は「てんとうむしNQ7～9」でトンボ科及びヤ

ンマ科を記したが、今回はサナエトンボ科の採集例を

中心に手持ちのデータで補足し、サナエトンボ科のリ

ストを作成した。

oミヤマサナエ・

AnisogomphusmaackiSELYS

西播磨地方に産するサナエトンボ科で最も少ない種

類のひとつで、産地は極限されている。 6月頃羽化し

9月頃まで見られる。羽化した成虫は深山（ミヤマ）

に向かって移動し、成熟し9月頃発生地の平地河川部

に戻ってくるものと考えられている。

oホンサナエ

Gomphuspostocularis SELYS SELYS

流水域の中型サナエトンボで､頑丈な感じのする大

身の種類。 4月下旬から羽化し、 5月初旬最も多く見

られる。最近姫路市の六角付近の河川部や西播磨各地

で採集されている。 しかしこの種は全国的に少なくな

っているといわれる。

<採集例＞ <採集例＞

神崎郡大河内町砥峰 1旱

宍粟郡波賀町赤西 1罰1早

竜野市竜野町 2伊

揖保郡新宮町 1罰

相生市三濃山 1罰
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１
１

前
前
坂
村

大
大
相
東
米

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

坂
坂
野
田

相
相
上
上

姫路市六角

佐用郡三日月町本郷

姫路市飾西桜峠

姫路市山田町藤の木

15-V-1982

11-V-1985

9－V-1982

12-V-1984

罰
伊
罰
罰

４
１
１
１

oヤマサナエ

Gomphusmelaenops SELYS

大型のサナエの仲間では、西播磨地方で最も普通に

見られるものである。 日本特産の種で、一般に平地や

丘陵地の流水域に見られる。幼虫は砂泥底のゆるやか

な流れによく見られる。

Oフタスジサナエ

Trigomphusinterruptus SELYS

最も普通に見られるサナエトンボであり、西播磨地

方では4月下旬より羽化し、 6月頃まで見られる。

低地の池や溜池に多く見られ、水域からあまり離れ

ないようだ。

<採集例＞ <採集例＞

佐用郡佐用町若州 2罰

相生市矢野町三濃山1罰1早

佐用郡佐用町大船 1伊

竜野市竜野町北竜野1ざ！

飾磨郡夢前町永室池1毎

姫路市六角 1忽2早

坂
坂
坂
坂
前
坂

相
相
相
相
大
相

●
●
●
●
●
●

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
０
０
０
０
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

７
７
８
９
９
４

７
７
７
７
７
８

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一

Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ
Ⅵ

一
一
一
一
一
－

２
９
２
９
３
０

１
１
１
１
２

飾磨郡夢前町別車

飾磨郡夢前町山の内

竜野市揖西町

揖保郡御津町碇岩

1旱

1畝

1罰

1罰1￥

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
０
０
Ｏ

Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

相坂

相坂

相坂

相坂

０
０
３
３

７
７
７
７

９
９
９
９

１
１
１
１

－
一
一
一

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

一
一
一
－

０
０
５
０

１
１
２
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oオグマサナエ

Trigomphusogumai ASAHINA

日本特産の蜻蛉。少々汚い水でも生息するサナエト

ンボ。やはり主として低地の池や溜池に産する。西播

磨地方でも春一番に出る最も普通のサナエトンボであ

る。成虫は地面の上にベタッと止まったり、池の近く

の樹木の葉上に静止した姿をよく見かける。

の種は、西播磨地方で最も稀な蜻蛉の一種である。

幼虫はミズゴケの生える細い流れの湿地に住み、西

播磨地方では、僅かに砥ノ峯高原でのみ知られている。

しかし高地の細流を探すとこれからも発見出来る可能

性がある種だ。

〈採集例＞

神崎郡大河内町砥峰3cnl¥12-W-1986 col.相坂

<採集地＞

oクロサナエ

DavidiusfUjiamaFRASER

ダビドサナエと同じような渓流付近の樹上や草むら

にて見られる。個体数は少なく珍しい。西播磨地方で

は5～7月に出現する。幼虫は流れのゆるやかな渓流

の川底に住んでいる。

揖保郡御津町碇岩

竜野市揖西町

2罰1旱27-Ⅳ-1973 col.相坂

23 20-V-1973 col・相坂

○タベサナエ

Trigomphuscitimustabei ASAHINA

4月初旬より出現し、 6月頃まで見られる春先き最

も早く出現するトンボである。幼虫は主に丘陵地や平

地の小川、特には灌瀧用の溜池等でも見られる。 しか

し河川改修や埋め立てにより池がなくなり、次第に生

息地が減っている。

<採集例＞

坂
坂
坂
坂

相
相
相
相

勺
Ｌ
刊
Ｌ
勺
Ｌ
勺
Ｌ

Ｏ
０
０
Ｏ

ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ

飾磨郡夢前町雪彦山

相生市矢野町三濃山

佐用郡佐用町若州

飾磨郡夢前町馬頭

1ダ2手

1罰

1￥

1手

７
３
７
６

６
７
７
８

９
９
９
９

１
１
１
１

－
一
一
一

Ⅵ
Ⅳ
Ⅵ
Ⅳ

一
一
一
－

４
７
２
７

２
１
２

<採集地＞ Oヒメクロサナエ

Lanthusfujiacus FRASER

・ 日本特産種で、西播磨地方では山地の渓流沿いに生

息する種類で少なく珍しい。成虫は5月頃が一番多く

みられる。

飾磨郡夢前町別車

姫路市白国増位山

坂
坂

相
相

ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ

ｃ
Ｃ

Ｏ
２

７
８

９
９

１
１

－
一

Ｖ
Ｖ

一
－

０
０

１
１

罰
罰

２
１

<採集例＞
○ダピドサナエ

Davidiusnanus SELYS

山地の渓流沿いに最も多く見られる小型のサナエト

ンボである。春から初夏にかけ見られ、渓流の樹上に

て生活している。西播磨各地に最も多く見られ成虫の

胸部の斑紋には変異が多く、時には別種と思われる個

体も採集できる。

佐用郡南光町久保田 13 3-V-1986 col.相坂

飾磨郡夢前町熊部 1早 3-V-1985 col.東

oヒメサナエ

SinogomphusflavolimbatusOGUMA

高地性のトンボで、山地の渓流に産する少ないサナ

エの仲間。成虫は6～8月に出現する。

〈採集例＞

宍粟郡一宮町福知 13 16-m-1972 col.相坂

佐用郡佐用町若州 13 7-m-1977 col.相坂

<採集地＞

相生市矢野町三濃山

佐用郡佐用町若州

飾磨郡夢前町雪彦山

ｌ
ｌ
ｌ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
ｃ
ｃ

相坂

相坂

相坂

子１

ダ
ダ
罰

２
２
１

３
７
１

７
７
８

９
９
９

１
１
１

－
一
一

Ｖ
Ⅵ
Ｖ

一
一
一

０
９
６

２
１
２

oオジロサナエ

Stylogomphussuzukii OGUMA

主に低山地の渓流域に産するが、産地はかなり限定

される傾向がある。 しかし案外西播磨地方には比較的

広範囲に分布するようである。個体数は少ないようだ。

oヒラサナエ ；

DavidiusmoiwanustaruiiASAHINAetINOUE

モイワサナエの別亜種で滋賀県の比良山にちなむこ
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兵庫県のナガハナノミ･ヒラタドロムシ
(兵庫県甲虫相資料・ 159)

橋寿郎高

定を御願いした中條道夫博士，久松定成氏に厚く御礼

申しあげる。

日本産のナガハナノミ科(Ptilodactylidae)につい

ては戦前、中根猛彦博士が恥日本産長花蚤科甲虫類に

就いて〃 （宝塚昆虫館報, NQ45, 1948)なる解説文を書

かれ戦後になって再び日本産の解説を発表になられた

(Sci&Rep.SaikyoUniv・ NQ1 :35-41, 1952.,新昆

虫， 9巻， 2号， 1956)｡そして1963年には原色で9属18

種を図説された（原色日本昆虫大図鑑, II巻,甲虫篇)。

その他に宮武睦夫氏の研究（宝塚昆虫館報,NQ56,1949)

があったがほとんどが中根博士の研究があるだけであ

る (1963,1977) (Kiesenwetter,H.,1874.,Lewis,G.,

1895の2論文も忘れられないものである)｡佐藤正孝氏

も研究を発表しておられる（1968)。

一番新しい日本産のこの類の綜説と言うのはないよ

うであるが佐藤正孝氏力ざ発表になった日本産のナガハ

ナノミ科目録（1983）では9属， 22種， 9亜種が記録

されている。

ヒラタドロムシ科(Psephenidae)の方の日本産に就

いての綜説の方も今の所無いようである。た霊前記中

根博士の1948, 1952年の論文の中でEubrianax属の

ものは解説されているし(Lewisの報文にもこの属は

出てくる)， こちらの方は佐藤正孝氏によって生態を

主体にその全体を概説された報文（インセクタリュウ

ム9巻， 5号， 1972） と日本産の目録が発表されてい

る（日本産甲虫目録, NQ6,1976)｡これによると日本産

は3属11種3亜種と言うことになる。図説は中根博士
によって8種が原色によってされている(1963兆

両科の同定に就いては上記の文献類によればまづ出

来るものと考えられる。生態に就いては個々の種に就

いての詳しい報告は無いように思われるが中根博士は

外国での記録を中心にその生態に就いての解説をされ

ているし(1948)，佐藤氏も水棲のもの、生態の一部を

解説しておられる(1972兆この方面は今後の課題であ

ろう。

さて兵庫県下のこの類はどうなのか。残念ながら今

迄これらの両科に就いて兵庫県での分布などに就いて

の報告は見当らないようである(部分的な記録はある力叡兆

資料が大変少いが現時点での県下の記録をまとめて

おき度いと思う。

末文ながら本報文を作製するに当って一部の種の同

Family Ptilodactylidae ナガハナノミ科

1．印i"c加s"qbe"qfus (Kiesenwe廿er,1874)

エダヒゲナガハナノミ

KiesenwetterによってOciZjossUz属でKiushiu,

Niponを産地に記載された種である(Berl.Ent.

Zeitschr.,Xm, 1874, p.242)｡ Lewisは助j此加s属

の種で記録されると同時に、Nagasaki(verycomm-

onintheflowersofthedogrose),Naraand

Kobe〃を産地に挙げられている(Ann.Mag.Nat.

Hist.,6,Xm, 1895, p.100)。

日本の本州，四国，九州に分布している比較的多く

いる種と言われている。奄美大島にはsubsp.α"､α""‐

""sNakane,1952,青森県にsubsp.加"た"ewsisNak-

ane,1952がいる。

頭・前胸が赤褐・腹面が黄褐色となり上翅だけ黒い

型をvar.""6伽"fsNakane(Sci.Rep.SaikyoUniv.,

NQ1, p.35, 1952)と言うが兵庫県下ではこの変種がほ

とんどの様である。 もっと個体数を集めて見なくては

わからないが南側の海岸線ぞいでは全く見られなく、

山間部の流れのある所にいるようである。図説は中根

博士のものがある（日本昆虫図鑑, 1950.,原色日本昆

虫大図鑑, 11,甲虫篇, 1963)。

産地：川辺郡猪名川町槻並〔仲田， 1978, 1982〕：

川西市笹部〔仲田， 1978, 1982〕･西宮市甲東園，三田

市内〔戸沢, 1936)｡ Kobe[Lewis,1895)･神戸市六

甲山(1ex.,4－Ⅵ-1966),芦谷渓谷(1ex., 5－Ⅵ-

1982)b多可郡鳥羽(1ex.,19-Ⅶ-1975)。神崎郡笠形

山(1ex.,12-Ⅶ-1975)。氷上郡〔山本, 1958]・ 美

方郡扇ノ山〔辻， 1963.,辻，岸田， 1952，高橋,1975〕o

var. 7'z"Co"isNakane,1952

産地：多可郡鳥羽(1ex., 5－Ⅶ-1975)。神崎郡笠形

山(1ex.,12-Ⅵ-1966),大河内町川上(1ex.,18－Ⅵ－

*産地で〔 〕の中のものは記録からの引用， （ ）の中

のものは筆者採集，標本所有のもの。

－55－



1987． NQ10 てんとうむし344

1977, 4exs., 2－Ⅶ-1977, 1ex.,23－Ⅶ-1977)｡相生

市三濃山(1ex., 8－Ⅵ-1974)。宍粟郡福知渓谷(1ex.,

20-Ⅵ-1976)，音水(1ex., 25－Ⅵ-1972, 2exs., 24

－Ⅵ-1973)｡養父郡氷の山(1ex.,27－Ⅶ-1954)｡

Lewisによって、NikkoandMiyanoshita.Three

malesandonefemale"によってEpilichas属で記載

された(1895兆

濃褐色で光沢のある小形種である。

図説は中根博士によってされている(1950, 19631

日本の北海道，本州，四国，九州に産する種である。

山地の流れの近くに見られる種であり時に燈火にも飛

来する。兵庫県下での記録は大変少い。

産地：宍粟郡音水(1ex.,24－Ⅵ-1973)｡養父郡氷ノ

山(1ex.,21-Ⅶ-1958, S.Hisamatsudet.)[高橋，

1976〕。

2．印"ichosmonficolqbrunne"ennisNaKane,

1963 クロツヤヒゲナガハナノミ

原亜種E.monticolaは中根博士によって、Kiso-

Fukushima, IwanadomenearKamikochi,Yunoy-

amalse,Serio,Mt,Hiura,BesshonearKyoto,

Shima〃の各地産で記載された種である(1952)。

この亜種は上翅が褐色を呈するもので同じく中根博

士によって蝋Mt.Hyonosen,Hyogo,Oku-Mino,

Mt.DaihiKyoto〃産で記載された(Fragm.Coleop.
Pars.10,p.42, 1963)｡

図説は中根博士のものがある （1963)。

兵庫県下での記録は次のものを知るだけで余り分布

状況がよくわからない。

産地：養父郡氷ノ山〔中根， 1953, 1956, 1963〕・美

方郡扇の山〔辻,1963.,辻,岸田,1972，高橋,1975〕。

&Pseud◎叩i"chusrobusfior Nakane,1963

オオクリイロヒゲナガハナノミ

本種は中根博士によって、Daihizan,Serio,Kuram-

a,Hanase-Kyoto〃の産地で記載された種である

(Fragm.Coleop.Pars.10/11,p.42-43,1963)。同博士

によって図説されている。

兵庫県下での記録は次のものがあるだけである。

産地：宍粟郡音水(1¥,11－Ⅵ-1972, S.Hisamatu

det.,inhiscoll.)｡

3Pqrq"chqspecfinqfus (Kiesenwe廿er,1874)

ヒゲナガハナノミ

本種もKiesenwetterがO"ひ"加"〕沈属で蝋Hiogo,

Nipon〃を産地に記載された種である(1974)｡Lewis

はParalichas属の種に取扱われると共に蝋Nagasaki,

Miyanoshita,Kobe,andNikko〃 を産地に挙げられ

た(1895)｡図説は中根博士のもの力罫ある(1950, 1963)。

日本の本州，四国，九州に分布し、主として水辺に

産する種である。兵庫県下でも比較的多いが県北での

産地が余り知られていない。

産地：津名郡〔林,1974〕・川西市笹部〔仲田,1978,19

82〕，宝塚市北佐曽利(1ex.,13-V-1983,YHachiya-

leg.)｡Hiogo(Kiesenwetter,1933)｡Kobe(Lewis,1895

〕，神戸市御影〔関,1933〕，烏原(1ex.,7-V-1953,1e

x.,24-V-1953),山の街(1ex.,30-V-1954, 1ex.,

23-Ⅸ-1954)，丹生山(6exs., 5-V-1956),藍那(4

exs.,22-V-1978, 1ex., 18-V-1980),木津(33,

1早,11-V-1984, 2c7, 1早, 30-V-1984)｡加東郡

東条町森(11cm,18-V-1984, 1f, 7－Ⅵ-1984)｡神

崎郡大河内町川上(1ex.,7-V-1977)b飾磨郡家島〔上

田， 1981〕･氷上郡〔山本， 1958〕・養父郡氷の山〔高橋，
1959〕。

dDr叩eusviff"ennis Lewis, 1895

タテスジヒゲナガハナノミ

Lewisにより 、Kashiwagi,15thJunel881,Three

males〃で記載された種である(1895)｡

中根博士によって原色で図説されている(1963)。

北海道，本州，四国，九州に分布している種である

が余り多くいる種ではないようである。兵庫県下から

も次のようにしか記録出来ていない。

産地：養父郡氷の山(1ex.,21－Ⅷ-1958,M.C加・

jo.det.)。

ZPf"◎dqcfyldrqmeqLewis, 1875

コヒゲナガハナノミ

Lewisにより 、Nagasaki,Fukushima,Oiwake

andNara・Beatenfromthedeadbranchesoftre-

es〃の産地で記載された種である(1895)｡中根博士に

よる解説(1956)，図説(1963)されている。本州,四国，

九州に分布し山地で得られ灯火に飛来することが多い

と。

兵庫県下では割合いるように思われる。

産地：川西市山原，笹部〔仲田， 1978, 1982〕・神戸

市布引(1ex.,17-V-1959),太山寺(2exs., 6-V-

1967)｡神崎郡大河内町川上(1ex., 4－Ⅵ-1977)。相生

市三濃山(lex., 1－Ⅵ-1974)｡宍粟郡福知渓谷(1ex.,

4Pseudoepilic加sniponicus(Lewis, 1895)

クリイロヒゲナガハナノミ
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20-Ⅵ-1976)｡氷上郡〔山本， 1958〕･豊岡市妙楽寺〔高

橋， 1975〕･養父郡大屋町田淵山(1ex., 25－Ⅷ-1975,

M.Uma leg・兆

63）にも図説されている。

日本の本州，四国，九州に産し，幼虫は水棲で板状。

5～6月頃河辺に見られる種である。兵庫県下では余

り記録がない。

産地：川西市笹部〔仲田， 1978,1982〕･多可郡鳥羽

(1ex.,8-V-1976)｡美方郡扇ノ山〔辻,.1963.,辻，岸

田， 1972〕。

&Mqcroeubriolewisi_Nakane, 1952

チビマルヒゲナガハナノミ

中根博士によってJ.E.A.Lewisが神戸の摩耶山で

採集した1ダ(15-Ⅶ-1921)とその他に13,Aizu-

Wakamatsu.,1早,Yakushima産でもって記載され

た種である(Sci.Rep.SaikyoUmiv.,No.1:37-38,

1952)｡同時に同博士による原色図説がある(1963L

兵庫県下での記録は今の所このタイプ標本以外知ら

れていない。

産地：神戸市摩耶山〔1忽， 15－Ⅶ-1921, J.E.A.

Lewisleg.,Nakane,1952]｡

2･EUbriqnqxpe"uci改鱈 Lewis,1895

ヒメヒラタドロムシ

‘本種もLewisにより 職Fukushima,26thJuly,1881,

Twoexamples,both.males〃として記載された種で

ある(1895)b中根博士によって図説されている （1948,

1963)。

前種に良く似た種であるが前胸は背面中央に太い暗

色縦帯を残して燈黄色。鯛角,脚は濃褐色で腿節大部

分淡色である。手は大形。分布は本州，四国。

山地の水流近くでえられると言うが県下での記録は

余り無い。

産地：神戸市五社(5exs.,28－Ⅵ-1959兆養父郡

氷の山(1ex.,2－Ⅷ-1953, 3exs,27－Ⅶ-1956)。

QGrqmmeubridopqcq Kiesenwe廿er,1874

チビヒゲナガハナノミ

Kiesenwetterによって長崎産で記載された(1874)。

中根博士は新宮産で図説され(1948)， さらに同博士に

よる図説、解説がある(1950, 1956, 1963)。分布は本

州，四国，九州で割合いるようである。水辺の葉上等

にみられる。

兵庫県下でも個体数は多くなさそうだが広く分布し

ているように思われる｡

産地：川西市山原，笹部〔仲田， 1978, 1982〕･神戸

市布引(1ex.,17-V-1959),太山寺(2exs., 6-V-19

67)，芦谷渓谷(1ex.,11－Ⅵ-1982)。神崎郡大河内町

川上(1ex., 4－Ⅵ-1977)。相生市三濃山(1ex., 1－Ⅵ

-1974)｡宍粟郡福知渓谷(1ex.,20－Ⅵ-1976)｡氷上郡

〔山本， 1958〕・豊岡市妙楽寺〔高橋， 1975〕・養父郡大

屋町田淵山(1ex., 5－Ⅷ-1975,M.Umaleg.)。

3． EubridnqxromicornisKiesenwe廿er,1874

マルヒラタドロムシ

KiesenwetterによってNagasaki,Kiushiuを産地

に記載された種である(Berl.Ent.Zeit.,18,p.247,

1874)。

図説は中根博士の原色のものがある(1963)｡granico-

llisに似るが脚は黄褐色、前胸背前縁は弧状をなし、

点刻は細かくて密ではなく、3の鯛角分枝はより長い。

本州，四国，九州に分布し、本州東北部のものは鯛角

が濃黄褐色を呈しsubsp､6γz"z"g伽γ"jSNakane(Sci.

Rep.SaikyoUniv.,1,p､40, 1952) と別けられている。

兵庫県下では本種の方がgraicollisより多くいるよ

うである。

産地：川西市笹部〔仲田， 1978, 1982〕。神戸市太山

寺(2exs., 6-V-1957)｡多可郡三谷(1ex.,24-V-

1975, 4exs., 8－Ⅶ-1975)｡印南郡法華山一乗寺(1

ex.,23-V-1965)｡氷上郡〔山本, 1958)・養父郡氷の

山〔高橋， 1959〕。

FamilyPsephenidaeヒラタドロムシ科

1． EUbriqnoxgrqnic。"is Lewis,1895

クシヒゲマルヒラタドロムシ

Lewisにより 蝋NagasakiandSubashiri.Eightex-

amples.〃として図入りで記載された種である (Ann.

Mag.Nat・Hist.,vi,16,p.104, pl.6,fig.2, 1895)。 三

輪勇四郎博士が図示され（日本甲虫分類学, p.133,

1938)，中根博士も図示されている(宝塚昆虫館報No.

45, p.13-14, 1948。尚この中でE. 7nwz加〃魔とし

て図説されたのもこの種のことである，中根， 1952)。

さらに日本昆虫図鑑(p.1108, f.3176, 1950), 原色

日本昆虫大図鑑, II,甲虫篇(pl.72,:f.8,p.143, 19

4．MqfqeosephenusiqponiCus(Matsumura,1916)

ヒラタドロムシ

松村松年博士によってGifu,Kyoto産で馳彪伽is属

の種として記載された種(Ins.World,20,p.5, 1916)。

河野広道博士の図説（日本昆虫図鑑, p.1106, f. 31

－57－
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従って、明確に基準がないまま、筆者の判断で分類し

ているので、あいまいな資料となっていることを御了

承いただきたい。また、兵庫県でも南西部だけのもの

で、北部、東部はどのような斑紋の傾向があるのか不

明である。

ここでまとめた南西部の傾向としては、 O型が約50.3

％と一番多く、 B型が35.1％とこれに続き、A型とA

B型はほぼ同じ比率の7.6％と7.0％となっている。B

型AB型については、はっきりと現れた個体もあるが

全般的に不鮮明である。また、産地別にながめると際

立った差異は認められないが､掴烙市砥堀ではAB斑力ざ

現われたものは1頭で、夢前町菅生潤ではA斑は31頭

中全く現われていない。これらの地域ではO型とB型

が主力のようである。また、相生市の光明山、龍泉で

AB型がなく、O型、A型、 B型の3型となっている。

AB型の比較的多い地域は、社町下久米と福崎町東田

原で、下久米が14％、東田原が12％の比率で現われて

いる。

いずれの産地も調べた個体数が少なく、この通りで

はないかもしれないが、 さほど違いはないものと思わ

れる。

兵庫県に於けるミドリシジミ類3種の
雌の斑紋について

広畑政己

はじめに

ミドリシジミ類の子の前翅表にはいろいろな斑紋力：

現れる。大きく分けると、無紋のO型、中室端に榿色

紋が現れるA型、 1b室と中室に青色紋が現れるB型、

榿色紋と青色紋が両方に現れるAB型の4つに分けら

れる。中には榿色紋が白くなるもの(AW型)や淡色の

ぼやけた紋(OA型)のものもあるので、はっきり4つ

の型に分けることは困難であるが、このように分ける

と、その地域での斑紋の傾向がよくわかる。そこで、

兵庫県産のアイノミドリシジミ、メスアカミドリシジ

ミ、 ミドリシジミの3種についての斑紋の型を前述の

通り4つのパターンに分け、 まとめてみた。

ただ、 この資料は限られた地域の、それも筆者の検

視した数少ない個体を集計したものなので、傾向とし

て御覧いただき、今後多くの産地の個体の傾向値を加

えていただくことにより不備を補いたいと願う次第で

ある。この小文をまとめるに当り木村三郎、岩村巖、

佐々木薫、石井為久、相坂耕作、黒田収、徳岡正己、

松尾隆人、近藤伸一、高嶋明、森下泰治の諸氏には何

かと御協力いただいた。ここに記して感謝の意を申し

上げる。

2＝ アイノミドリシジミの雌の斑紋

中部地方以北の手はA型が普通で、稀にAB型、 O

型が現われる1)｡関西以西ではAB型が多く、しかも斑

紋が大きく鮮明である3) 。稀にB型も得られる1)｡九州

産のB斑、中国、四国産のA斑は特に大きく発達する

ことが知られている3)。

前記のごとく、兵庫県に於てはAB型の個体が普通

で､調べた個体88頭中93.2％がAB型で残り6.8%がA型

となっており、 O型、 B型はない。A斑は2つ現われ

た個体力§4頭、 3つ現れた個体が2頭あるが、 1つだ

けの個体はない。B斑もヒサマツミドリシジミのよう

にはっきりしたものから1b室に不明瞭に出たものまで

いろいろである。おおまかに分けると、はっきりした

個体とそうでない個体は半々で、はっきりした個体は

A斑も大きく鮮明である。大屋町横行産は検視した個

体も少ないが、A型の個体は16頭中発見できなかった。

また、 88頭中、後翅表後縁角部に榿色斑が現れた個体

が関宮町福定と大久保でそれぞれ1頭づつあった。

A斑B斑の出現の状態をもとに小さく分けると10数

型になるが、A斑は2型とB斑ははっきりしたものど

淡いものの2型に分け表2にしている。検視した産地

の数、個体数も少ないので、前述以外にO型、 B型がある

かもしれない力ぎ、傾向としてはAB型力注力となっている。

1． ミドリシジミの雌の斑紋

本種の¥は北海道では必ず青色紋が現われ、 B型あ

るいはAB型が多い1)。また､東北でも青色斑が現れる

個体が多いがO型がまじり、中部以西の本州ではO型

が多く、 B型はO型やA型に比較して少なくなる。九

州では再び、必ずB型が現れるようである1)2)｡。

県下に於てはこれまでO型が多いことは周知のこと

であるが、 どの地域でどれだけのウエートを占めるか

ということは明らかにされていなかった。そこで、筆

者の手の届く限りの産地の個体を検視し、集計する作

業に入ったわけである力叡、 O型にするかA型にするか

判断に苦しむような個体もあり、A型に於ても斑紋が

1つか2つかはっきりしないもの、 また、斑紋力ざほん

の少しある程度のものなど区分するには極めて困難で

あった。 しかし、 4つに分けるためには、いずれかに

入れなければならないので、 OA型はO型に分類し、

青色紋がたとえ少しでもあるものはB型として上げた。

－62－
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表1． 兵庫県南西部に於けるミドリシジミ雌の斑紋

表2． 兵庫県に於けるアイノミドリシジミの雌の斑紋

－63－

－ 一

0
O型 A型

＠
B 型 AB型

計

相生市光明山 10 1 1 5 17

〃 龍 泉 10 1 8 19

姫路市御 立 8 1 4 1 1 15

〃 砥 堀 10 8 1 19

福崎町東田原 10 4 9 1 2 26

社 町下久米 14 1 4 17 3 3 42

西脇市塚 口 2 2

夢前町菅生潤 22 9 31

斑紋別計 86 4 9 60 6 6 171

型別計 86 13 60 12 171

％ 50．3 7．6 35．1 7.0 100

A 型

‘殖や…
●口 早

A B型

計

生野町栃 原 1 4 11 16

関宮町福 定 3 1 18 5 8 5 40 1

〃 大久保 1 1 9
ト

1 12 1

一宮町縦ノ木林道 2 2

大屋町横 行 9 3 2 2 16

温泉町扇 ノ 山 2 2

斑紋別計 4 2 31 11 32 8 88

型別計 6 82 88

％ 6.8 93．2 100
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表3． 兵庫県に於けるメスアカミドリシジミの雌の斑紋

3． メスアカミドリシジミの雌の斑紋 る3$これが国内の本種の斑紋の傾向であるが、県下で

はどのような斑紋の個体があるのかを各産地ごとにO

型とA型を4つに分け、 5つのパターンに分類してみ

た。

前種2種同様、いざ分けるとなると、 どの型に分類

するか迷う個体も多かったが、榿色斑として認めにく

い程淡い個体については1ランク下げて集計している。

本種の雌の前翅表の榿色斑はクライシ現象を示し、

北海道産では大きく発達し、南西日本では小さくなり、

九州では消失する個体がある3)。また、中部地方より北

の産地のものの榿色斑の発達した個体は、後翅表後角

部付近や中室付近に小さい澄色斑が現われること力ぎあ

－64－

計 、
一

宮町福 知 56 30 86 3

〃 草 木 2 12 4 18

〃 百千家満 8 5 13

神崎町根宇野 2 1 3

〃 作畑新田 7 2 9

山崎町 梯 20 9 29

〃 河原山 9 7 16

夢前町雪彦山 6 1 7

佐用町上石井 1 1

千種町木地山 1 1 2

〃 三室山 1 1

波賀町赤 西 1 4 5

生野町栃 原 1 47 27 75

加美町三国山 2 2

関宮町杉ヶ沢 10 11 21 2 1

〃 福 定 6 5 11

大河内町砥 峰 5
● ■ ●

5

〃 深 山 2 2

山東町与布土 1 1

計 3 193 110 1 307 5 1

％ 1 62．9 35．8 0.3 100
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有馬の蛾より
岡村八郎、 森 博

11.ActinotiaintermediataBremer

コモクメヨトウ 61． 7． 1

12．DypterygiacaliginosaWalker

クロモクメモトウ 61． 6． 12

13．BambusiphilavulgarisButler

ハジマヨトウ 60． 8． 16

14．PolyphaenissubviridisButler

ウスアオヨトウ 60． 6． 25 ，

15.AmphipyratriparticaButler

シロスジカラスヨトウ

16．MormomuscivivensButler

アオバセダカヨトウ 60． 6． 6

17．DysmilichiagemellaLeech

モンオビヒメヨトウ 63． 9． 17

18．AthetisalbisignataOberthir

シロテンウスグロヨトウ 60. 8． 8

19.SphragiferabiplaagaWalker

コマルモンシロガ 60． 7． 27

20.ArtenadotataFabricius

ツキワクチバ 60． 8． 22

21．OphiusaolistaSwinboe

コゾ、リグロクチバ 61． 7． 16

22．PoralleriamaturataWalker

ムラサキアシブトクチバ60． 8． 16

23.OraesiaemarginataFabricius

ヒメエグリバ 61． 9． 17

24.SypnoidesherculesButler

アヤシラフクチ（ 61． 7． 1

シャチホコガ科

25．CeruramencianaMoore

オオモクメシャチホコ 60． 9． 3

26．NericabipartiaButler

ナカスジシャチホコ ？

ドクガ科

27｡Lymantria､xylinaSwinhoe

アエグロマイマイ ？

28．EuprotiscurvataWileman

マガリキドクガ 59． 7． 19，

シャクガ科

′29．GeometraglaucaviaMenetries

はじめに：

筆者の一人、森博は神戸市北区有馬町に永住して

いるが、 1960～1961(昭和35～36年)を中心として数年

間、有馬温泉街の街燈に群れる蛾を採集した。私（岡

村）は森氏からいろいろ御教授をうけ、彼が今まで誌

上に発表されたことは殆どない由を承っていたが、彼

は最近病身で、凡そ500種に及ぶ標本も、充分に同定

できないま、古くなったのもあり、全部の目録を作る

のも大変なので、 とりあえず森氏の採集された中で、

御自まんの種を紹介されたいとお願いしたところ、北

隆館の昆虫大図蝋1)、及び保育社の日本蛾類図鑑上、

下を参照して、比較的少ないとされる36種を選んで私

に通信してこられた。

こ、にそれらの種を列記して同好者の参考に供する。

順序は北隆館の昆虫大図蝋1)に従った。

スズメガ科

1．OxyambulyxochraceaButler.

ホソパスズメ， 1960年7月21日採集（以下年月日

簡略）

2．OxyambulyxschauffelbergeriBremer&

Grey

モンホソパスズメ 61． 7． 30

3． SmerinthustokyonisMatsumura

コウチスズメ 61． 7． 22

ヒトリガ科

4.SpilosomabifasciataBptler

フタスジヒトリ 60． 6． 18

ヤガ科

5.CryphiaobscuraWarTen

キノコヨトウ 60． 6. 71． 8. 22

6．HelicoverpaassultaGuenee

タバコガ 60. 6. 26

7．OchopleurapraecurrensStaudinger

オオホソアオバヤガ60． 7． 21

8.XestiastupendaButler

マエキヤガ 60． 9． 21

9.HadenaaberransEversmann

コハイイロヨトウ 60. 8． 23

10． LeucaniasalebosaButler

オオスジシロキヨトウ 60． 8． 18

ｰ

60． 9．16

－66－
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兵庫県の山畑生オオウラギンヒョウモン
について（Ⅳ）

（卵形態の変異の調査） 近藤伸
一

表1 、卵底部における縦隆起条数はじめに

タテハチョウ科の卵は、一般的には円錐台型又はま

んじゅう型で、卵殻面には縦隆起条が上部精孔帯から

下部卵底にかけて、ちょうどスイカの模様のように走

っている。オオウラギンヒョウモンの卵は、縦隆起条

が側面で数をふやし、卵底で最多となる。

1981年兵庫県関宮町産の母蝶から得た卵の縦隆起条

数を調べ、卵の形態に個体差とともに地域差も存在す

るのではないかと推定した｡‐

この度兵庫県内の新産地（日高町）の卵の形態を調

べる機会があったので、関宮町産の卵の形態の調査と

あわせて報告する。

イ

3，縦隆起条の上部と下部の関係

1，母蝶の採集場所及び産卵

上部精孔帯から下部卵底に走る縦隆起条の中間に1

本から2本の縦隆起条がおこるため、卵底の縦隆起条

数は上部の数の2倍以上となる。

各母蝶の卵ごとに上部と下部の縦隆起条数の関係を

表に示す。

No.1子…兵庫県養父郡関宮町東鉢伏

産卵(1981, 9,30～10, 21)産卵数1507

NQ2旱…兵庫県養父郡関宮町東鉢伏

産卵（1983, 9, 24～11， 9)産卵数1776

表2，NO1(関宮町産)の卵の上部及び下部の縦隆起条

Nu3¥…兵庫県日高郡日高町神鍋

産卵(1986, 9, 25～11, 13)産卵数約850

（木村三郎氏採卵）
《

2，卵底部の縦隆起条数について

NQ1旱～NQ3¥から得た印を産卵期別に抽出し、縦

隆起条を調査した（表1兆

NQ1 (関宮町産）の縦隆起条数は23.8本(加重平均）

NQ2 (関宮町産）は21.7本であり、 NQ3 (日高町産）

は21.5本であった。

同じ母蝶の産卵期別の縦隆起条数は、 NQ1ではほと

んど同じ傾向を示したが、 NQ3では初期(0～150)で

20.7本、終期(750～850)で22.3本と明確な差ｶ欝生じ

た。

表3，No.2(関宮町産）

－68－

凶

母蝶
18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

合計

No. 1

(関宮町）

初期 O～609

中期610～1000

後期1001～1507

ノj、 計

２
－
０
－
０
’
２

０
－
０
－
０
’
０

０
－
０
－
０
’
０

０
－
２
－
２
’
４

Ⅲ
－
５
－
６
｜
翅

釦
一
扣
一
昭
一
記

35

23

32

90

13

19

12

44

３
－
８
－
４
｜
幅

１
－
１
－
０
’
２

船
一
開
一
岡
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